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仙台市の文化財保護行政に対しまして、日ごろから多大なご協力を賜り、まことに感謝に

たえません。

さて、当市では、暮らしやすく環境にやさしい新しい都市づくりを進めるため、軌道系交

通機関を機軸とした集約型の市街地形成への転換を図っており、その主要な施策として、高

速鉄道東西線プロジェクトを進めております。

今回の発掘調査は、それに伴う確認・試掘調査で、一昨年度、昨年度に続く3年次目のも

のです。調査は昨年度までの川内地区を中心とするものとは異なり、木ノ下地区、さらに東

側の車両基地となる荒井地区までを含む、広範囲なものとなりました。その結果、荒井地区

では、古代あるいはそれを遡る可能性もある水田跡が新たに発見され、貴重な成果が得られ

ました。

先人の残 した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ次の世代に継承していくこと

は、例代に生きる私たちの大きな責務であると考えております。また、文化財の保護につき

ましては、地域の皆様の深いご理解とご協力が必要となります。その意味でも、今回の調査

成果が地域の歴史を解き明かしていくための貴重な資料となり、多くの方々に活用されれば

幸いです。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行に際しまして、ご協力くださいま

した皆様に深 く感謝を申し上げる次第です。

平成 19年3月

仙台市教育委員会

教育長 奥山恵美子



例 ロ

1.本 書は、高速鉄道東西線建設事業に伴い実施された、埋蔵文化財の試掘調査の概要報告書である。

2.発 掘調査は、仙台市教育委員会の指導を受け、国際航業株式会社が行った。

3.本 書の作成は、仙台市教育委員会生涯学習部文化財課 佐藤甲二の指導のもとに、国際航業株式会社 竹内

俊之・福井流星 。野神伸が担当した。

4.調 査及び報告書作成にあたり、下記のデジタル機器・ソフトウェアを使用した。

測量 。遺構計測 ブルー トレンド (福井コンピュータ)、 遺物写真実測 オルソイメージャー (国際航業 )、

遺構図 。遺物実測図編集 フォトショップ・イラストレーター (ア ドビシステムズ)

5,本 調査の実施及び報告書の作成に際し、次の諸氏・機関よりご指導、ご教示、さまざまなご協力を賜った。

記して謝意を表す次第である。 (敬称略・順不同)

藤沢 敦・高木暢亮・柴田恵子 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター)松 本秀明 (東北学院大学)

佐藤 洋 (仙台市博物館)東 北大学 仙台市交通局 仙台市建設局

6,発 掘調査に関わる一切の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

凡 例

1.本 書の土色は、新版標準土色帖 (農林水産省農林水産技術会議事務局 1998年版)に準拠している。

2.本 書中の第 2章第 1図は国土地理院発行の「1:50000地質図 仙台」と、2万5千分の 1地形図「仙台」を

使用した。

3.図 中の座標値は日本測地系座標を使用した。

4.本 文図版等で使用した方位はすべて真北を基準としている。

5.標 高値は、海抜高度 (TP)を示している。

6.遺 構図は1/60縮尺を基本とした。その他については各図のスケールを参照されたい。

7.基 本層の表記はアスフアル ト舗装を除き、表土層からローマ数字を用い、遺構堆積土についてはアラビア

数字で表記した。遺構確認面は実線で表記した。

8.基 本層序柱状図は▼を中心にした壁の基本層で合成した。

9.遺 構名の略号としてSK:土坑、SD i溝跡、P:ピ ット、sx:J14格不明遺構を使用した。

10.遺構図において、けの物 は撹乱の範囲、「S」 は礫を示している。

H Ⅱ章、Ⅲ章、V章の一部の断面図については、反転して掲載している。

12.遺物の登録 。整理及び報告書での表示には、以下の分類と略号を使用した。

A:縄文土器、C:土師器 (非ロクロ)、 D:土師器 (ロ クロ)、 E:須恵器、F:丸瓦・軒丸瓦、

G:平瓦・軒平瓦、I:陶器・瓦質土器 。土師質土器、」:磁器、K:石器・石製品、N:金属製品、

O:自然遺物、X:その他の遺物

13.遺物実測図は原則として縮尺1/3で表示した。

14.遺物実測図において、外形線・中心線 。稜線は実線、推定線は破線で、釉薬部の境は一点鎖線で表した。

中心線が一点鎖線のものは、転回し図上復元したものである。

15.遺物観察表で陶磁器類の成形技法は、大部分がロクロ成形であるため省略し、他の技法を記載した。
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第 1章 はじめに

第 1 土早 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

平成 11年 5月、仙台市教育委員会と当時事業主管局であつた仙台市都市整備局との間で、高速鉄道東西線建設

事業に伴う遺跡の取り扱いについての第 1回 目の協議が持たれた。その後、事業主管局は仙台市交通局に移され、

平成 15年度より仙台市教育委員会との本格的な協議が開始された。

高速鉄道東西線事業計画予定路線内における、周知の遺跡及び遺跡外の状況把握のため試掘調査を実施し、その

結果を踏まえ本調査を実施する箇所を決定し、これを基に発掘調査を順次、事業計画に沿いながら進めていくこと

が両者間で確認された。

以上の協議事項に基づき、平成 16年度から試掘調査を開始した。平成 17年度には、さらに都市計画道路川内旗

立線 (川内工区)の建設事業地内における試掘調査もあわせて実施している。

試掘調査の 3年次目にあたる今年度は、これまでA～ H区 とした仙台城跡及び周辺地区 (第 1図)の他に、初め

て高速鉄道南北線の東側が対象地域に加わり、木ノ下地区、荒井地区の調査を実施することとなった。

仙台城跡周辺地区では、 A区の仮称国際センター駅部関連工事地内 (川内A遺跡隣接地)に 1箇所、 B区の扇

坂 トンネル部関連工事地内 (仙台城跡隣接地)に 9箇所、木ノ下地区では、仮称薬師堂駅出入口部に 1箇所、さ

らに荒井地区では、車両基地関連施設部等に 41箇所の調査区を設けた。これら対象範囲の調査は、全て試掘調査

で、調査区の総数は 52箇所、総調査面積は約 1150∬ である。野外調査は荒井地区のトンネル立坑部の試掘調査

を平成 18年 5月 15日 に開始し、 B区の扇坂 トンネル部関連工事地内、A区の仮称国際センター駅部関連工事地

内、荒井地区の駅部 。留置線部 。車庫部と順次行い、木ノ下地区の仮称薬師堂駅出入口部の試掘調査を同年 12月

15日 に終了して、今年度の試掘調査の全てを完了した。

図 調査区位置図

1

第
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第 2節 調査要項

仙台城跡 (宮城県遺跡番号第 01033号、仙台市文化財登録番号 C501号)他

宮城県仙台市青葉区青葉山・川内、若林区木ノ下三丁目、若林区荒井

仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課)

調査係主査 原河英二

調査係主査 佐藤甲二

調査係主査 斎野裕彦

調査係文化財教諭 在川宏志

国際航業株式会社
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秋本雅彦

土橋尚起

福井流星
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植松満彦

押野久雄

石垣忠彦
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周辺地区A区 (仮称国際センター駅部周辺)
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区
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仙台城跡
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仙台城跡
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周辺地区A区 (仮称国際センター駅部周辺)

周辺地区 B区 (扇坂 トンネル部)

561暫
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平成 18年 5月 29日 ～平成 18年 6月 1日

平成 18年 5月 16日 ～平成 18年 5月 28日

平成 18年 6月 5日 ～平成 18年 6月 6日
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平成 18年 5月 15日 ～平成 18年 5月 27日

平成 18年 10月 2日 ～平成 18年 12月 8日

木ノ下地区 (仮称薬師堂駅出入日部)

荒井地区 (荒井 トンネル立坑部)

荒井地区 (荒井駅部・留置線部・車庫部)
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第 2章 仙台城跡周辺地区 (A区 )― 仮称国際センター駅部 ―

第 1節  立地と歴史的環境

調査の対象 となった仙台城跡周辺地区 (A区)は仙台市街地の西方、青葉山山麓の裾野、北と東を広瀬川、

南を竜の口渓谷に囲まれた広瀬川中流域の河岸段丘面に立地している (第 1図 )。 河岸段丘は高位面より青葉

山段丘 。台原段丘・仙台上町段丘・仙台中町段丘・仙台下町段丘の順で 5面に区分される (註 1)。 調査区は、

青葉山から広瀬川に至る東向き斜面の麓部にあたる仙台下町段丘面上にあり、西方から川内地区を南北に分け

る千貫沢と、近世以降に埋め立てられたもう一本の沢が交差する地点の北東に位置する。標高は 39mを測る。

調査区は正保 2・ 3年 (1645・ 1646)の「奥州仙台城絵図」、寛文 4年 (1664)「仙台城下絵図」によると

武家屋敷地となっており (第 2図 -1・ 2)、 延宝 。天和年間 (1673～ 1683)の 「仙台城下絵図」には古内左

門 (第 2図 -3)、 享保 9年 (1724)の 「仙台城下絵図」には高屋喜庵 (第 2図 -4)、 宝暦 。明和年間 (1751

～ 1771)の 「仙台城下絵図」には大條蔵人 (第 2図 -5)、 安政 3～ 6年 (1856～ 1859)の 「安政補正改革

仙府絵図」には大條孫二郎と記されている (第 2図 -6)。 17世紀代は仙台城二の丸北側に広がる武家屋敷地の

一画であり、 18世紀代から幕末までは仙台藩の御用地として利用されていたようである。明治時代以降、敗戦

まで陸軍第二師団の施設が置かれ、戦後は米軍駐留地 (川内キャンプ)と なる。昭和 32年 (1957)に 米軍か

ら返還された後は、調査区西側は仙台商業高等学校校地として利用され、東側は「桜の小径」遊歩道として市

民に親しまれている。なお、平成 16年度に仙台市教育委員会による仙台城隣接地試掘調査の結果、A区の西側

大半は川内 A遺跡として遺跡登録 (平成 16年 7月 )さ れ、昨年度は本調査及び 2箇所の試掘調査を実施している。

ン
挙一ヤ
ｏ′

,

仙台下町段丘

仙台中町段丘

仙台上町段丘

台原段丘

向山層 (主部 )

向山層 (広瀬川凝灰岩部層 )

竜の口層

亀岡層

第 1図 仙台城跡周辺地区 (A区・ B区)地 質図 ∝2)
註 1:松本秀明『仙台空中写真集―社の都のいまむかし』仙合市観光局 ,2001
註 2!「 1:50000地 質図 仙台」および国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図を使用し作図。
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第 2図 近世絵図における調査区の位置及び周辺遺跡地図



A区・ B区周辺遺跡地名表
番号 遺跡名称 立地 時代 所在地 種別

1 (A区 ) 段丘 近世 青棄区青葉山2丁目 武家屋敷・ 散布地

仙台城跡周辺地区 (B区 ) 段丘 近世 青葉区青葉山 道路・散布地
3 川 内A遺跡 段丘 近世・近代 青葉区青葉山2丁 目 武家屋敷・散布地

4 山台城跡 丘陵 中 。近世 青棄区川内・荒巻字青葉 城館

5 経ケ峰伊達家墓所 段丘 近世 青棄区霊屋下 墓所

川内古碑群 丘陵 鎌倉 青葉区荒巻字青葉 阪碑

7 片平仙台大神宮の板碑 段丘 鎌倉 青葉区片平 1丁目 板碑

民徳寺板弾 段丘 中世 太白区向山2丁 目 板碑

9 愛宕山横穴墓群 丘陸斜面 き墳・奈良 太白区向山4丁目・越略 横穴墓

土樋遺跡 段丘 健文 (晩期 ) 青棄区土樋 1丁 目 散布地
11 向山高裏遺跡 丘陵斜面 縄文 (中期) 八木山緑町 散布地

12 青棄山E遺跡 丘 陵 縄文 (早・晩)・ 弥生・平安 。奈良 青葉区荒巻字青葉 包含地

青棄山B遺跡 丘陵 縄文 (早・中)。 弥生・古代 青葉区荒巻字青棄 包含地

第 2節  調査の方法と経過

1.調査の方法

今年度の試掘調査は、昨年度に設定した東西線関係のグリッド設定を適用して調査を行った。川内 A遺跡の北西

部に求めた原点 (日本沢1地系。X=193400m、 Y=2300m)から 10m× 10mのグリッドを設定し、グリッドの名称は、

Y軸は北方向を N、 南方向は Sと し、X軸は東方向を E、 西方向はWと し、原点からの方向と距離により Nl―Elグ

リッド (北へ Om～ 10m、 東へ Om～ 10m)、 S2-W2グ リッド (南へ 10m～ 20m、 西へ 10m～ 20m)等 とし、

表記した。また、平成 16年度及び 17年度に実施した試掘調査において使用したトレンチ番号血 1～ 8を受けて、

今年度の調査区をNo 9ト レンチとした。

調査は、表土を重機で掘削し、その後人力による精査 。遺構確認を行った。遺構確認面で平面 。断面の土層堆積

状況を観察し、計測・写真撮影を行い記録した。

計測作業は国家座標に基づいて既知点を利用し、適所に基準点を新設し、グリッドを設定した。平面図・断面図・

遺物出土地点などの計沢1作業はトータルステーションを用いて行い、計測データは CADソ フトで作図編集した。写

真撮影は調査状況に応じ、35mmモノクロネガ・カラーリバーサルの 2種類のフィルムを使用し、デジタルカメラ

での撮影も行った。

遺構番号は種類別に凡例に示した略号を用いて管理した。出土遺物は出土年月日順に番号を付け、層位別に取上げ、

登録を行った。報告遺物は登録番号を付記した。遺物実測は手実沢1と正射投影のデジタル画像を併用して行った。

2.調査の経過

平成 18年 5月 29日 から 6月 1日 にかけて、前年度に確認 した溝跡 と川内A遺跡で検出された沢跡の範囲

確認を目的として調査を行った。

5月 29日 、機材を搬入 し、調査を開始する。 5月 30・ 31日 には調査区北側で前年度に確認 した溝跡 (SD

l)の延長部と性格不明遺構 (SX l)を検出する。6月 1日、松本秀明氏 (東北学院大学)に来訪 していただき、

地質に関するご教示を頂く。同日、機材撤去を終えて全ての調査を終了した。



第 2章 仙台城跡周辺地区 (A区 )

第 3節 調査区基本層序

本調査区は近。現代の盛土及び撹乱土が厚く堆積しており、その直下は調査区北側で、にぶい黄褐色砂質シルト(A・

B断面 I層、C断面Ⅳ層、D断面Ⅷ層)、 南側で礫を多く含んだ黒褐色シルト (E断面Ⅳ層)の 自然堆積層が堆積し

ている。調査区にはこれらの層順を確認できる箇所がなかったため、全体での層序関係を把握するには至らなかった。

従って、各土層断面は便宜上、上層より I層、Ⅱ層と表記した。調査区北側に堆積するにぶい黄褐色砂質シルト層

は前年度に試掘調査を実施した、血 7ト レンチ基本層序のⅥ層に対応する。

血 8トレンチ

第 3図 仙台城跡周辺地区 (A区)ト レンチ配置図
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第 4図  Nα 9ト レンチ土層柱状図

第4節 検出遺構と出土遺物

No 9ト レンチ (第 5～ 10図 、写真図版 1～ 3)

Sl― E13～ S4-Ellグ リッドにかけて位置し、標高は 38.5～ 39,Omで ある。 トレンチは公園敷地内の緑地帯及び

遊歩道部分に、南北方向を長軸とした 32m× 1.5mの規模で設定した。ただし、緑地帯の樹木保護、遺構確認の必

要性に応じ、 トレンチ幅の変更を行った。調査面積は約 56∬ である。調査区中央部から北側では、にぶい黄褐色

砂質シルト層上面で遺構検出を行い、溝跡 1条 (SD l)を 検出し、北側西壁断面で性格不明遺構 1基 (SXl)を確認

した。調査区南側は近 。現代の盛土などが全面に広がっていたため、S3-E12グリッド南西部に 2.8m× 15mの規

模のサブトレンチを設定し掘り下げを行った結果、地表面より約 130 cm下 まで撹乱土が堆積しており、遺構の検出

は困難と判断し土層断面の記録を行い調査を終了した。出土遺物は近・現代の盛土及び撹乱土から陶器片 。磁器片・

ガラス片などが出土している。

(1)SDl溝 跡 (第 5。 6図、写真図版 2-5)

溝跡は調査区北側で確認した。北側はマンホール立坑により壊されており、残存状況は不良である。確認した範

囲での規模は長さ 75硼、幅 235 cm、 深さ 100 cmである。断面形態はV字状を呈し、土層観察で SXlに切られる

のを確認した。堆積土は 6層に分層できる。 4層～ 6層は水成堆積である。遺物は出土していない。遺構検出位置、

断面形態から前年度随 7ト レンチで確認した溝跡と同一遺構と考えられる。

(2)SXl性 格不明遺構 (第 6図、写真図版 2-5)

性格不明遺構は調査区北側西壁のみで確認したため、平面形態は不明である。検出した規模は幅 170 cm、 深さ

90 cmで 、断面形態は台形状を呈する。土層観察で SDlを切るのを確認した。堆積土は 4層に分層できる。出土遺物

は 1層から磁器片が 1点出土している。時期・性格などの詳細は不明である。

(3)出土遺物 (第 9・ 10図 、写真図版 3)

遺物は近 。現代の盛土及び撹乱土から陶器 58点、磁器 50点、瓦 24点、土師質土器 13点、砥石 1点、ガ

ラス片 3点、縄文土器 2点が出土しており、陶器及び磁器は 17～ 18世紀 のものが多い。これらの内 27点を

図示した。図版番号 1～ 17は 陶器、18～ 26は 磁器、27は砥石である。
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O         Stl:150       5m

平成17年度
No.7ト レンチ

第 5図 血 9ト レンチ遺構全体図



陶器  1～ 3は肥前産である。 1は鉢か碗で外面に波状文と沈線文が描かれている。 2は色絵碗で外面に草花

文が描かれている。時期は17世紀後半のものである。 3は碗で時期は17世紀後半のものである。 4は小野相

馬産の碗で時期は 18世紀のものである。 5は大堀相馬産の腰折碗で時期は18世紀のものである。 6は瀬戸 。

美濃産の天目茶碗で時期は17世紀中頃のものである。 7～ 9は小野相馬産の皿で時期はいずれも18世紀のも

のである。10は 肥前産の鉢で時期は17世紀以降のものと思われる。Hは小野相馬産と思われる鉢で時期は18

世紀以降のものである。 12は備前産と思われる播鉢で詳細な時期は不明であるが、近世に属すると思われる。

13は在地産 と思われる悟鉢で時期は 18～ 19世紀にかけてのものである。 14は 瀬戸・美濃産の括鉢で時期は

18世紀前半のものである。15は 瀬戸・美濃産の香炉で蓮弁文が施される。時期は18世紀頃のものと思われる。

16は 在地産と思われる小型甕で時期は18～ 19世紀のものである。17は 大堀相馬産の土瓶で時期は19世紀前半

のものである。

磁器 18～ 22は肥前産である。18～ 201ま 筒茶碗で18は外面に青海波文、 191ま家屋文、20は矢羽文が、内面に

はいずれも四方欅文が描かれている。時期は18が 18世紀後半から19世紀初頭のもの、 19が 18世紀中頃から後

半のもの、20は 18世紀後半から19世紀初頭のものである。211よ水滴で、近世に属すると思われる。22は折縁

皿で時期は17世紀前半のものである。23は 波佐見産と思われる皿で、時期は17世紀後半から18世紀前半のも

B断面 A断面
B

390m―引
B'

|―
A
卜

No 9ト レンチ  A断 面土層註記

No 9ト レンチ SD l土層註記

A
390m引

第 6図 調査区土層断面図

O      S‐ 1:60      2m

アスファルト・砕石

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

I 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト な し な し 自然堆積層。

] 黄褐色 粘土質シル ト あ り あ り 自然堆積層。

Ⅲ 7 5YR5/4 にぶい衰褐色 砂質シルト な し な し 自然堆積層。

Ⅳ 10YR7/1 灰 白色 粘土質シル ト あ り あ り 自然堆積層。

V 10YR8/1 灰白色 粘土質シル ト あ 七 あ り 自然堆宿層ぃ

No 9ト レンチ B断面土層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

I 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト な し な し 自然堆積層。

Ⅱ 10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト あ り あ り 自然堆積層。

Ⅲ 10YR7/1 灰白色 粘土質シルト あ り あ り 自然堆積層。

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

l OYR5/4 にぶい黄褐色 砂質シル ト な し ややあり 径 3～ 5 cmの黄褐色 シル ト多量。径 5 mln以 下の暗褐色シル ト粒少量。

2 OYR5/2 灰黄褐色 砂管 シル ト な し な し 径 3～ 5 cmの黄褐色シルト多量。径 5 mm以下の暗褐色シルト粒少量。

3 OYR3/4 暗褐色 砂質シルト な し な し 径 5 mm以下の黄褐色シルト少量。

4 OYR5/2 灰黄褐色 砂 な し ややあり 径 3～ 5 cmの貢褐色シル ト少量。
5 OYR5/2 灰黄褐色 砂 な し ややあり鉄分の沈着少量。

6 OYR4/2 灰黄褐色 シルト あ り な し 径 1～ 2 cmの黄褐色シル ト・暗褐色シル ト夢量。

No 9ト レンチ SX l土層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

1 OYR3/2 黒褐色 粘土質シル ト あ り あ り 径 1～ 5 cmの褐色シル ト少量、径 5 mm以下の炭化物少量。

2 OYR3/2 黒褐色 粘土質シルト あ り ややあり 垂5 mm以下の黄褐色シルト・炭化物粒微量。

3 OYR3/1 黒褐色 シアレト あ り ややあり 竪2 cm以下の褐色シル ト微量。径 l cm以下の炭化物多量。

4 OYR3/2 黒褐色 シアレト あ り ややあり 径 5 clll以 下の灰白色シル ト粒やや多量。

10



第 2章 仙台城跡周辺地区 (A区 )

のである。24・ 25は肥前産の染付である。24は碗で外面に草花文、内面に五弁花文が描かれている。時期は

18世紀後半から19世紀初頭のものである。25は 皿で外面に蔓草文、内面に草花文が描かれている。時期は18

世紀のものである。26は瀬戸・美濃産の皿で外面には草文、内面にはみじん唐草文が描かれている。時期は

19世紀中頃のものである。

石製品 27は砥石で、石材は凝灰岩である。

C断面

C
390m引

S‐ 1:80

D断面
D

390m引
D'
卜

S‐ 1:60

lユ

No 9ト レンチ C断面土層註記

層位 色 調 土質
土性

備考
粘 性 しまり

I 10YR3/2 黒褐色 シルト な し な し 表土。

Ⅱ 25Y7/2 灰黄色 砂 な し な し 蕗土。

Ⅲ OYR3/1 黒褐色 シルト ややあり あ り 閣土。径 1～ 30 cmの礫多量。径 1～ 3mの 炭化物・焼土粒少量。
Ⅳ OYR4/3 にぶい黄褐色 焼土 な し な し 暁土層。

V OYR5/6 黄褐色 シルト な し あ り 自然堆積層。

Ⅵ OYR8/1 灰 白色 シルト な し あ り 自然堆積層。

Ⅷ 7 5YR4/4 褐色 シルト な し あ り 自然堆積層。7 5YR4/1褐灰色砂との混層。
Ⅷ 10YR5/1 褐灰色 砂 な し な し 自然堆積層。

Ⅸ 10YR5/1 褐灰色 粘土質シル ト あ し あ り 自然堆積層。

No 9ト レンチ D断面土層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

I 10YR3/2 票褐色 シルト な し な し 表土。

25Y7/2 灰黄色 砂 な し な し 盛土。

Ⅲ 10YR3/1 黒褐色 シルト ややあり あ り
謹土。径

略舗装 コ

～ 30 cmの礫多量。径 1～ 3画の炭化物・焼土粒少量。近代以降の板状鉄製品や旧道
クリートを含む。

Ⅳ 2 5YR5/8 明赤褐色 焼土 な し な し 盛土。径 ～ 5rlの炭化物多量、焼土層。
V 10YR2/2 黒褐色 シルト な し あ り 盛土。径 ～ 5 cmの礫少量。径 3 nm以下の炭化物微量。ガラス片・磁器片を含む。

Ⅵ 10YR2/3 黒褐色 シルト な し あ り 盛土。径 ～ 5 cmの礫微量。ガラス片 。磁器片を含む

Ⅶ 10YR3/4 暗褐色 シルト な し あ り 盛土。径 5 mm以下の炭化物微量。

Ⅷ 7 5YR4/4 褐色 砂 な し な し 自然堆積層。7 5YR4/1褐灰色砂 との混層。
IX 10YR5/1 褐灰色 粘土質シル ト あ り あ り 自然堆積層。

X 7 5YR5/4 にぶい褐色 粘土質シルト な し な し 自然堆積層。径 1～ 5 cmの 礫多量。

第 7図 調査区土層断面図



E断面 F断面
E

390m引
E'          F
卜      390m引

F'

ト

O         S‐ 1160         2m

Nα 9ト レンチ E断面上層註記

層位 色調 土質
土 性

備考
粘性 しまり

I 10YR3/2 黒褐色 シ,レト な し な し 表土。

Ⅱ 25Y7/2 灰貢色 砂 な し な し 謹土。

Ⅲ 2 5YR5/8 明赤褐色 焼土 な し な し 径 ～ 5 ndの炭化物多量。焼土層

Ⅳ 10YR3/1 黒褐色 シルト な し な し 径 ～ 15 cmの 礫やや多量。
V 10YR2/2 黒褐色 シルト な し な し 竪 ～ 10mの礫少量。
Ⅵ 7 5YR4/4 褐色 砂質シル ト な し な し 垂 ～ 20 cmの礫多量。

No 9ト レンチ F断面上層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘 性 しまり

I 10YR3/2 黒褐色 シルト な し な し 表土。

25Y7/2 灰黄色 砂 な し な し 藍土。

Ⅲ 2 5YR5/8 明赤褐色 焼土 な し な し 陛 1～ 5 1mmの炭化物景量。焼土層。

G断面
G

400m引 G'

十一

Nα 9ト レンチ G断面土層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

I 10YR3/2 黒褐色 シルト な し な し 表土。

Ⅱ 10YR5/1 褐灰色 砂質シルト な し な し 護土。径 1～ 10軸の礫やや多量。灰黄色砂多量。
Ⅲ 2 5YR5/8 明赤褐色 焼土 な し な し 佳 1～ 541の礫憂量。

第 3図 調査区土層断面図
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/

奔      27

0       S‐ 1:3      10cm

―

―― ― ト ー ト

十

匡い国

第 10図 No 9ト レンチ出土遺物 (2)

Nα 9ト レンチ 出土陶磁器観察表
版

号

図

番

録

号

登

番

出土地点
種別 器種 部位 外面 内面

法量にml
産地 時期 備 考遺構・層位 口径 底径 器高

9-1 卜11
A9トレンチ

陶器 鉢 or碗 体部 皮状文十沈線文 (55) 月巴前 下剛q 白象嵌Ⅳ層

A9トレンチ
陶器 色絵碗 底部 色絵草花文 (25) 単則 17C後半

京焼風陶器 高台内
に銘抑印『清水』W層

9-3 113
A9トレンチ

駒器 碗 体部 冊員入 肥前 17C後半 呉器手Ⅳ層

A9トレツチ
陶器 碗

回縁～

体部
淡青色釉 122 (54) 小野相馬

トレンチー括

122
A9トレツチ

陶器 腰折碗
口縁～

底部
灰釉 大堀相馬舟クラン

112
A9トレツチ

陶器 天目茶碗
回縁～

体部
飴釉 頼戸・美濃 17C中頃

Ⅳ層

9-7 128
A9トレンチ

陶器 皿 口縁部 104 小野相馬 ?
カクラン

A9トレンチ
陶器 皿 回縁部 (21) Jヽ野相馬 蛇ノロ釉剥ぎカケラン

A9トレンチ
陶器 皿 回縁部 淡青色 rEI (25) 小野相馬

トレツチー括

9-10
A9トレツチ

陶器 鉢 底部 (17) 肥前 ? 17C以降
トレンチー括

9■ 1
A9トレンチ

陶器 鉢 口縁部 灰釉系 210 (95) 小野相馬 ? 18C以降
IJクラン

9‐ 12
A9トレンチ

陶器 橋鉢 体部 (57) 備前 ? 近世 焼締カクラン

9-13
A9トレンチ

陶器 信鉢 回縁部 鉄釉 鉄釉 (58) 在地 ?
トレツチー括

9-14
A9トレツチ

陶器 信鉢 口縁部 鉄釉 鉄釉 (44) 瀬戸・美濃 18C前半Ⅳ層

9-15
A9トレンチ

陶器 香炉 回縁部
線文十すきとり

蓮弁文
(33) 瀬戸・美濃 18C?カケラン

9-16
A9トレンデ

陶器 小型寮
回縁～

体部
鉄釉 鉄釉 (46) 在地 ? 18C´ψ19C

トレツチー括

9-17
A9トレンチ

陶器 土瓶 注回 注目縁 :鉄斑 大堀相馬 19C前半
細い注目

水出し孔 2六トレ
"一
括

9-18
A9トレツチ

磁器 筒茶碗 口縁部 青海波文 四方欅文 (30) 学削
18C後半～

19C初頭トレンチー括
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Nα 9ト レンチ 出土陶磁器観察表
版

号

図

番

録

号

登

番

出土地点
種別 器種 部位 外面 内面

法量 にInl
産地 時期 備 考

遺構・層位 口径 底径 器高

A9トレンチ
磁器 筒茶碗 回縁部 家屋文 四方欅文 (33) 学酬

18C中頃～

後半トレンチー括

A9トレツチ
磁器 筒茶碗 口縁部 矢羽文 四方欅文 (35) 】削

18C後半～

19C初頭トレンチー括

A9トレンチ
磁器 水滴 底部 肥前 近世

トレ牙一括

10-22
A9トレンチ

磁器 折縁皿
日縁部～

体部
圏線十点文 160 一副 17C前半

初期伊万里 鍔縁
状回縁カクラン

10-23
A9トレンチ

磁器 皿
口縁部～

底部
草花文 肥前 波佐見 ?

17C後半～

18C前半
蛇ノロ釉剥ぎ

Ⅳ層

A9トレツチ
磁器 染付碗

口縁部～

底部
草花文 五弁花文 肥前

18C後半～

19C初頭カクラン

10-25 J14
A9トレンチ

磁器 染付皿
口縁部～

底部
蔓車文 軍花文 肥前 波佐見 ?

10-26
A9トレンチ

磁器 皿
回縁部～

底部
革文 みじん唐草文 瀬戸・美濃 19C中 頃 陀ノロ凹高台

トレツチーfI

第 2章 仙台城跡周辺地区 (A区 )

Nα 9ト レンチ 出土石製品観察表
版

号

図

番

録

号

登

番

出土地点
種別 石材

法量 砲m)
備 考

長 さ 幅 厚さ

10-27 K l
A9トレンデ

砥石 凝灰岩 12 磨面 2面
Ⅳ層

第 5節 まとめ

調査の結果、前年度に確認した溝跡の延長部と性格不明遺構を 1基検出した。溝跡はマンホール立坑により

大部分が壊されており、残存状況は不良であつた。また、遺構内から遺物が出土していないことから時期の特

定には至らなかった。性格不明遺構は調査区西壁でのみ検出したため、規模・平面形態などは不明であり、時

期を確定する遺物が出土していないことから年代も不明である。

本調査区は近・現代の盛土及び撹乱の影響を受け、遺構検出数は僅かであった。ただし、出土遺物は近世に

属する陶器・磁器や縄文土器などが出土していることから、周辺に当該期の遺跡が存在する可能性がある。また、

調査区中央部では自然堆積層が北側から南側にかけて緩やかに傾斜する。この傾斜面は前年度に調査が行われ

た川内A遺跡で確認している沢跡の延長部にあたる可能性がある。

No 9ト レンチ 出土遺物集計表

出土層位 磁器 陶器 土師質土器 丸瓦・軒丸瓦 平瓦・軒平瓦 縄文土器 石製品 その他 備考

SX l 1層 1 0 0 0 0 0

近 ,現代の盛土 8 1 1 1 1 17・ 18Cこと体

撹乱 5 1 2 1 0 2 17・ 18C:と体

合計 2 2 1 3

15



1.ト レンチ北部完掘 (南より)

4.ト レンチ南部完掘 (南より)トレンチ南西部完掘 (東より)

トレンチ北部西壁土層 (南東より) 6 トレンチ北部東壁土層 (南西より)

(1)A tt No 9ト レンチ

16

写真図版 1



1.ド レンチ南西部西壁土層 (東より)

第 2章 仙台城跡周辺地区 (A区 )

2,ト レンチ南西部北壁土層 (南より)

3.ト レンチ南部西壁土層 (東より) 4.ト レンチ中央部西壁土層 (北東より)

6 サブトレンチ西壁土層 (東より)

7.ト レンチ中央部遺物出土状況 (西より) 8 調査区完掘全景 (南より)

写真図版 2 A tt Nα 9ト レンチ (2)
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■J 15

導

彎色18  瑯 20

熱 、

毛
写真図版 3 A tt NQ 9ト レンチ出土遺物
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第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )

第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )― 扇坂 トンネル部 ―

第 1節  立地と歴史的環境

仙台城跡周辺地区 (B区)は仙台城跡二の丸跡の北側、川内 A遺跡の西側にあたり、仙台中町段丘面に立地

している (第 1図 )。 標高は 43mか ら46mを測る。「仙台城下絵図」及び文献資料から二の丸と、二の丸北方

武家屋敷を隔てる千貫沢の北側を抜ける通りが筋違橋通に相当し、現在は扇坂と呼ばれている。なお、文献資

料 (註 1)に よると、千貫沢は度々氾濫し筋違橋周辺に被害をもたらしている。扇坂の北側は、延宝 。天和年

間 (1673～ 1683)「仙台城下絵図」に、富田壱岐 (第 2章第 2図 -3)、 享保 9年 (1724)「仙台城下絵図」

には葦名刑部 (第 2章第 2図 -4)、 宝暦 。明和年間 (1751～ 1771)「仙台城下絵図」には中嶋 (第 2章第 2

図-5)、 安政 3～ 6年 (1856～ 1859)「安政補正改革仙府絵図」には亘理伯者 (第 2章第 2図-6)の屋敷が

記されており、長い間、武家屋敷地として利用されていたようである。明治時代以降、敗戦まで陸軍第二師団

の施設が置かれ戦後は米軍駐留地となり、昭和 32年、米軍より返還され東北大学が移転する。

なお、平成 16年度、 17年度には今回の調査区の北側、東北大学グラウンド内において試掘調査が実施され

ている。

第 2節 調査の方法と経過
1.調査の方法

今年度の試掘調査は、A区と同様に昨年度設定した東西線関係のグリッド設定を適用して調査を行った。試掘坑

番号は下水道計画の人孔番号を使用し、血 3-1、 血 4-2等 とした。調査区は交通量の多い公道に面しているため、

安全面に十分配慮し、また、極力交通の妨げにならないように 1日 に 1箇所の試掘坑を調査し、埋め戻すことを原

則とした。

調査は、アスフアル ト、砕石を重機で掘削し、その後は人力による掘 り下げを行い、各層上面にて精査、遺

構検出を行うことを原則とした。ただし、近 。現代の盛土が厚 く堆積する箇所は、調査の効率化を図るため、

重機を用い慎重に掘 り下げた。遺構確認面で平面・断面の土層堆積状況を観察し、計測 。写真撮影を行い記録した。

計測作業は国家座標に基づいて既知点を利用し、適所に基準点を新設し、グリッドを設定した。 平面図・断面図・

遺物出土地点などの計測作業はトータルステーションを用いて行い、計測データは CADソ フトで作図編集した。写

真撮影は調査状況に応じ、35mmモノクロネガ・カラーリバーサルの 2種類のフィルムを使用し、デジタルカメラ

での撮影も行った。

遺構番号は各 トレンチで種類別に凡例に示した略号を用いて管理した。出土遺物は出土年月日順に番号を付け、

層位別に取上げ、登録を行った。報告遺物は登録番号を付記した。遺物実測は手実測と正射投影のデジタル画像を

併用して行った。

2.調査の経過

平成 17年 3月 22日 、下水管埋設に伴う試掘立会い調査 (試掘坑血 4-1)が 仙台市教育委員会により行われ、

近世または近代に属すると考えられる石組溝を確認した。これを受けて、平成 18年 5月 16日 ～ 28日 、6月 5。

6日 にかけて、前年度に確認した石組溝の範囲確定を目的とした試掘調査を実施した。

5月 16日 、機材を搬入し、調査を開始する。試掘坑No 3-1で販築部分を確認 したため、藤沢敦氏 (東北

大学埋蔵文化財調査研究センター)に来訪していただき、ご教示を頂 く。 5月 17・ 22日 には試掘坑血 7、 No

3-2で 石組溝を確認する。また、22日 の夜間には、仙台市教育委員会によって試掘坑陥 5の調査が行われ、

同一の石組溝が検出された。 6月 6日 に機材を撤去し、全ての調査を終了した。

註 1:「江戸幕府老中奉書写」、「獅山公治家記録」に記されている。
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第 3節 調査区基本層序

近世または近代の整地層は試掘坑血 3-2、 h4-1、 陥 5、 配 7で確認した。その内試掘坑血 4-1、 No 5、
No 7の 整地層上面で石組溝 (SD l)を検出したため、これらの層はそれぞれ対応関係にある。試掘坑No 3-1で は、

近 。現代の盛土層直下に版築層が確認された。その他の試掘坑では近 。現代の盛土直下は礫を多く含んだ自然

堆積層とみられ、試掘坑配 4-2の Ⅱ層と血 4-3の I層は対応する。

1蛹o4-5 No4-2 No4-3 ND4-4

O      S‐ 1160      2m

第 1図 仙台城跡周辺地区 (B区)ト レンチ設定図・土層柱状図

No 7

O  S‐ 11500  10m

No3-1 No3-2
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第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )

第4節 検出遺構と出土遺物

調査は試掘坑を 9箇所設定し行った。総調査面積は約 28面である。遺構は石組溝 1条、性格不明遺構 2基、版

築層を 1箇所検出した。遺物は陶器・磁器・瓦・ガラス片・金属製品・剥片石器などが出土しており、これらの多

くは近世以降に属すると考えられる。本調査区は近世の絵図、文献資料から筋違橋通りと推測され、検出した遺構

は道路跡の一部、ないしは関連施設と考えられる。以下、各試掘坑の調査内容について述べる。

1.試掘坑No 3-1(第 2図、写真図版 1-1～ 3)

S4-W8グリッドに位置し、標高は 45.5～ 45。 7mである。試掘坑は南北方向に長軸を設定し、規模は 2.3m× 1

mの長方形で調査面積は 2.3∬である。基本層序は大別で 8層、細別で 9層に分層できる。I・ Ⅱ層は近。現代の盛土、

1～ 5層は版築層、Ⅲ層は砂礫を多量に含んだ自然堆積層とみられる。

版築層は何らかの遺構と考えられるが、その広がりが試掘坑外にも延びるため、詳細は不明である。出土遺物は

3層 より磁器片が 4点、土師器片が 1点、土師質土器片が 1点出土 しており、その内 3点を図示 した。第 11

図の 1は在地産と思われる爛徳利で、時期は 19世紀中頃、 2は波佐見産と思われる皿で時期は 17世紀のもの

である。 3は肥前産の筒茶碗または鉢で時期は 17～ 18世紀のものである。版築層の構築時期は出土遺物から

19世紀中頃以降と考えられる。その他、各層上面にて遺構検出を行ったが、遺構は検出されなかった。出土遺物

はⅢ層から剥片石器が 1点出上しており、石材は頁岩である (第 11図 -6)。

B
460m引

第 2図 試掘坑 No 3-1
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No.3-1土 層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト あ り あ り 盛土。径 5 cln以下の礫多量。径 lm以下の炭化物微量。
Ib 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あ り あ り 盛土。径 1～ 20 cmの礫多量。径 1血以下の炭化物微量。
] 10YR4/6 褐色 粘土質シル ト あ り あ り 議土。径 1～ 5 clnの礫少量。径 14u以下の炭化物微量。
Ⅲ 7 5YR4/4 褐色 砂礫 な し な し 睡 10～ 20 clnの礫多量。石器出土。

No.3-1版 築層土層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘惟 しまり

1 OYR2/1 黒色 粘土質シル ト あ り あ り 板築層。径 1～ 10 clnの礫少量。径 5 cm以下の褐色土ブロック多量。径 1～ 10 cmの炭化物微量。
2 OYR6/6 明黄褐色 粘土 あ り あ り 版築層。径 5 cm以 下の礫微量。

3 OYR4/1 褐灰色 粘土質シル ト あ り あ り 阪築層。径 1～ 5 clnの明黄褐色粘土プロック多量。径 1～ 5 cmの炭化物微量。磁器片・土器片を含む。

4 OYR3/1 黒褐色 粘土質シル ト あ り あ り ffI築層。径 5 cln以下の礫微量。径 5 cm以下の明黄褐色粘土プロック多量。径 l mm以下の炭化物微量。

5 OYR6/1 褐灰色 砂質シル ト あ り な し 版築層。径 1～ 5 clnの礫やや多量。l mll以 下の炭化物微量。硬化顕著。

2.試掘坑No 3-2(第 3図、写真図版 1-4～ 6)

S3・ 4-W8グ リッドに位置 し、標高は 45.6～ 45.8mで ある。試掘坑は南北方向に長軸を設定 し、規模は

22m× lmの長方形で調査面積は 2.2∬ である。基本層序は 5層 に分層できる。I～ Ⅲ層は近 。現代の盛土、
Ⅳ層は近世、または近代の整地層、V層は溝の堆積土の可能性がある。遺構はⅣ 層で溝 1条 (SD l)を検出した。

SD lは試掘坑南側で検出し、底面のみが残存する。主軸方位は N84° 一Wで、残存する規模は長さ 84 cln、 幅
18～ 36 cmである。底面には扁平な自然礫を敷き詰めている。SD lは 遺構検出位置、主軸方位、Ⅳ 層で石組溝

上>

B
460m――引

O    S=140    1m

第 3図 試掘坑NQ 3-2 平面図・ 断面図
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第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )

を構築したと考えられる角礫が混入していたことから試掘坑No 4-1・ 陥 5・ 陥 7で検出した石組溝と同一遺

構と考えられる。

遺物は I～Ⅳ層から陶磁器片が 11点出土しており、その内 1点を図示した。第 11図の 4は波佐見産と思わ

れる仏花瓶で、時期は 18～ 19世紀にかけてのものである。

No.3-2二上層註記

3.試掘坑No 4-1(第 4図、写真図版 2-1～ 4)

S4W6グ リッドに位置し、標高は 43.4～ 43.6mで ある。試掘坑は南北方向に長軸を設定 し、2.4m× lm

の長方形で調査面積は 24だである。遺構は石組溝 (SD l)を検出した。

SD lは試掘坑中央よりやや南側で検出した。主軸方位はN84° ―Wで、検出した規模は長さ 86 cm、 上幅 70

～ 76硼、下幅 50～ 58 cm、 深さ 50 crnを測る。断面形は逆台形を呈し、底面には大きさ 30～ 50 cmの 自然礫

が配される。石組は間知石を 2段に積み、内側に面を揃えて構築されていた。遺物は出土していない。

O      S‐ 1:40      1m

第 4図 試掘坑No 4 平面図・断面図

曹

ミ
ｇ
　
・‐

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

I 暗褐色 粘 十旨 シル ト あ り あ り 盛土。径 1～ 20 cmの礫多量。磁器・土管を含む。

Ⅱ 7 5YR5/1 褐灰色 粘土質シル ト あ り な し 盛土。径 1～ 60 cmの礫多量。

Ⅲ OYR4/3 褐色 粘土質シル ト あ り あ り 盛上。径 5 cm以下の褐色土ブロック少量。径 l mm以下の炭化物微量。

Ⅳ OYR3/3 暗褐色 シルト な し あ り 径 5 1rml以 下の炭化物微量。

V OYR3/4 暗褐色 粘土質シル ト あ り あ り 径 1～ 20 cnlの 礫少量。径 l mm以下の炭化物微量。

No.4-1土層註言己

層位 色調 土質
土性

備考
粘′眸 しまり

I 25Y4/2 1暗 灰貢色 砂質シル ト な し な し 径 5～ 20 cmの礫多量。

No,4-l SDl土 層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘梓 しまり

1 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト な し あ り 径 1～ 10 cmの 礫多量。
2 7 5YR4/3 褐色 砂質シルト な し あ り 裏込め。径 5～ 20 cmの礫多量。

4.試掘坑No 4-2(第 5図、写真図版 2-5)

S4-W6グ リッドに位置し、標高は 43.5～ 436mである。試掘坑は南北方向に長軸を設定し、23m× 14m

の長方形で調査面積は3.2だ である。基本層序は 2層 に分層できる。I層 は近 。現代の盛土、Ⅱ層は自然堆積

つ
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つ
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層である。 Ⅱ層上面にて遺構検出を行ったが、遺構は検出されなかった。また、試掘坑中央部に lm× 0,9m

のサブトレンチを設定し、約 50 cm掘 り下げ遺構検出を行つたが遺構は検出されなかった。遺物は出土してい

ない。

＼

上>
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Ｔ
Ｉ
卜
中
ｏ
日

O      S‐ 1140      1m

第 5図 試掘坑 Nα 4-2 平面図 。断面図

5.試掘坑NQ 4-3(第 6図、写真図版 2-6、 3-1・ 2)

S3W6グ リッドに位置 し、標高は 43.4～ 43.6mで ある。試掘坑は南北方向に長軸を設定 し、2.8m× lm
の長方形で調査面積は 2.8活である。基本層序は 5層 に分層できる。 Ⅱ層上面で遺構検出を行い、SX lを 検出

した。遺物は I層から鉄製品が 1点出土している。

SXlは試掘坑北側で検出した。検出した規模は長さ 90 cm、 上幅 68 cm、 下幅 46 cm、 深さ 54c14を測る。形状

は調査区外にも延びるため不明である。堆積層は 4層に分層できる。遺物は出土していない。時期 。性格など

の詳細は不明である。
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猟
Ｎ
照
）
７

No.4-2土層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘惟 ま 吃

I 10YR4/2 灰貢褐色 粘土質シル ト あ り あ り 径 5 cm以 下の礫多量。

Ⅱ 10YR3/2 黒楊色 砂暫シル ト な し あ り 径 1～ 30帥の礫多量。
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第 6図 試掘坑 Nα 4-3 平面図・ 断面図

第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )

O       S‐ 1140      1m
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No.4-3E上層註言己

層位 色調 土質
土 性

備考
粘性 しまり

l OYR4/2 灰黄褐色 粘土質シル ト あ り あ り 径 5 cm以下の礫多量。

B OYR3/1 黒褐色 砂質シル ト な し な し 径 1～ 20 clnの 礫多量ハ
Ⅲ OYR6/2 灰責褐色 砂質シルト な し ややあり 径 1～ 5 cmの礫多量。
Ⅳ OYR5/4 にぶい貢褐色 砂質シル ト な し な し 竪1～ 10 cmの 礫多量。
V OYR6/3 浅責糟角 粘土 あ り あ り 粗砂少量。

No.4-3 SXl:上層註言己

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

1 OYR4/4 褐色 砂管 シル ト な し あ り 径 2 cm以 下の礫多量。

2 OYR4/2 灰黄褐色 粘土質シル ト あ り あ り 径 5 cm以下の礫多量。壁崩落土。
3 OYR6/1 褐灰色 砂質シルト な し な し 径 2 cm以 下の礫少量。

4 OYR3/1 黒褐色土 粘土質シル ト あ り あ り 径 1～ 50 cmの礫多量。
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6.試掘坑血4-4(第 7図、写真図版 3-3～ 5)
S3‐W6グ リッドに位置し、標高は 43.6～ 43.8mである。試掘坑は東西方向に長軸を設定し、2.lm× 1.3m

の長方形で調査面積は 2.73だ である。基本層序は 4層に分層できる。I～ Ⅲ層は近・現代の盛土、Ⅳ層は自然

雄積層と考えられる。Ⅳ層は試掘坑底面でのみ確認したため、断面図には反映されていない。Ⅳ層上面で遺構

検出を行つたが、遺構を検出することはできなかった。遺物は I～Ⅲ層より陶磁器片が 8点出土しており、そ

の内 1点を図示した。第 11図の 5は堤産の鉢で時期は 19世紀中頃以降のものと考えられる。

O    S‐1:40    1m

第 7図 試掘坑NQ 4-4 平画図・ 断面図
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No.4‐4土層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

I lCIYR3/2 黒褐色 粘土質シルト ややあり な し 盛土。径 1～ 5 calの礫やや多量。

lCIYR4/4 褐色 砂質ンルト な し な し 厩土。径 1～ 2破礫少轟
Ⅲ ilJYR3/1 黒褐色 シルト あ り あ り 盛土。径 lm以下の炭化物少量ぃ
Ⅳ 10YR6/2 灰黄褐色 砂冒 シル ト な し ややあり 自然堆積層d径 1～ 5 cmの礫多量

26



第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )

7.試掘坑Nα 4-5(第 8図、写真図版 3-6、 4-1・ 2)
S3-W6グリッドに位置し、標高は 43.6～ 43.9mで ある。試掘坑は東西方向に長軸を設定し、2.lm Xl.4m

の長方形で調査面積は 2,94�である。地表面より 1.6m掘 り下げたが、自然堆積層を確認するには至らなか

った。遺物は近・現代の盛土及び撹乱土から陶磁器片が出土している。

ぉ上

A
トー440郵

第 8図 試掘坑NQ 4-5 平面図・断面図
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No.4・5土眉註記

層位 色調 土質
土性

艤 考
離 しまり

I 10YR3/2 1 黒褐色 シアレト あ り あ り 径 1～ lS cmの礫多量。瓦多量。

27



8。 試掘坑血5(第 9図、写真図版4-3'4)
S4とW4-グ リッドに位置し、標高は42.4mである。試掘坑は南北方向に長軸を設定し、 3m Xlmの規模で

調査を行ったが、試掘坑ほぼ全域に現代の貸乱が及んでおり、南西隅の僅かな範囲でしか石組溝を検出できな

かったため、南西側に試掘坑を拡張した。調査面積は約 5-∬である。地表面より約 1韓 掘
―
り下げた地点で石組

溝 (SD l)を検1出した。

SD lは試掘坑南西側で検出した。主軸方位はN‐ 78° ,W―で、検出した範口での規模は長さ、上幅とも 1ぬ で

ある。遺物は出上していない。

O    S-140    1m

第 9図 試掘坑血5 平面図
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第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )

9。 試掘坑No 7(第 10図、写真図版 4-5・ 6、 5-1～ 4)

S4W6。 7グ リッ ドに位置 し、標高は 442～ 44,4mで ある。試掘坑は南北方向に長軸を設定 し 31m×

1.5mの長方形で調査面積は 4.65∬を測る。基本層序は 5層 に分層できる。I・ Ⅱ層は近 。現代の盛土、Ⅲ層

は近世、または近代の整地層、Ⅳ oV層 は自然堆積層と考えられる。遺構検出はⅢ層上面で行い、石組溝 1条 (SD

l)、 性格不明遺構 1基 (SX l)を検出した。

SD lは試掘坑中央部で検出した。主軸方位は N76° ―Wで、検出した規模は長さ 1.4m、 上幅 75～ 88 cm、 下

幅 50～ 55 cm、 深さ 60 cmを 測る。断面形は逆台形を呈 し、底面には扁平な自然礫が敷き詰められている。石

組は間知石を 2段に積み、内側に面を揃えて構築されていた。また、検出した石組溝の北壁中央部には石組上

段の間知石を取 り除き、土管を配管している痕跡を 2箇所検出した。堆積土は 2層 に分層でき、 1層 は清内堆

積土、2層は掘 り方堆積土である。 1層では廃絶時に投棄された間知石を検出した。遺物は陶磁器片、ガラス片、

鉄製品などが出土 している。使用時期は出土遺物より、 19世紀に構築され、近代以降に廃絶されたものと考

えられる。

SXlは試掘坑南西側で検出した。検出した規模は長さ 70 cm、 幅 36 cmで、形状は調査区外にも延びているた

め不明であるが、大きさ 40 cm程 の礫を 2石埋設している。試掘坑西壁断面の土層観察でⅢ層から掘 り込まれ、

堆積土は 2層 に分層できるのを確認した。遺物は出土していない。時期 。性格などの詳細は不明である。

上>

第 10図 試掘坑No 7 平面図・ 断面図
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No,7土層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

1 7 5YR5/1 褐灰色 粘土質シル ト あ り あ り 盛土。径 l mm以下の炭化物微量。
Ⅱ 7 5YR4/4 褐色 粘土質シルト あ り あ り 盛土。径 1～ 20 cnの礫多量、径 l mm以下の炭化物微量。
□ 7 5YR4/6 褐色 シアレト な し な し 整地層。

Ⅳ 7 5YR4/6 褐色 シアレト な し な し 径 1～ 3 cmの 白色土ブロック少量。径 3 mm以下のパミス少量。
V 7 5YR4/4 褐色 IrJ/h礫 な し な し 径 10～ 20 cmの礫多量。石器出土。

No.7 SDl土 層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト あ り あ り 径 5 cln以下の礫多量。径 l nul以下の炭化物微量。
2 7 5YR4/3 掲色 粘土質シル ト あ り あ り 裏込め。径 1～ 5 clnの礫多量。

No.7 SXl=上 層註記

層位 色調 土質
土性

備考
粘性 しまり

1 10YR5/6 黄褐色 シルト な し あ り 径 10 cm以下の礫多量。径 l mm以下の炭化物微量。
2 10YR3/4 暗褐色 シアレト ややあり な し 径 l lllltI以 下の炭化物微量。

＼金
月

――

‐―

〃

∽

６
趨 s

第 11図  仙台城跡周辺地区 (B区)出 土遺物

遺物観察表 (陶磁器 )

版

号

図

番

録

号

登

番

出土地点
種別 器種 音[位 外 面 内面

法量 にm)
産地 時期 備 考

運構・層位 回径 底径 器高

11-1

No3 1
磁B尋 爛徳利 休部

波状文十

点文
在地 ? 19C中 頃3層

11‐ 2
No3 1

磁器 皿 回縁部 波佐見 ? 17C 青磁3層

11-3
No 3■

磁器 筒茶碗 or鉢 体部 松竹梅文 ? 一則 17C～
3層

11-4
No 3-2

磁器 仏花瓶 ? 日縁部 (27) 波佐見 ? 18C- 19C 青磁力

'ラ

ン

11-5
No4 4

陶器 鉢 口縁部 海鼠釉 海鼠釉 堤 19C中頃以降トレンチー括

遺物観察表 (石器 )

版

号

図

番

登録

番号

出土地点
種別 石材

法量やm)
備 考

長 さ 幅 厚 さ

11-6 K-1
hlo 3‐ 1

剥片石器 頁岩 23
Ⅱ層
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第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )

第 5節 まとめ

調査の結果、石組溝を 1条 (試掘坑No 3-2、 血 4-1、 No 5、 hTo 7)、 性格不明遺構を 2基 (試掘坑hTo 4-3、

ATo 7)、 血 3-1ト レンチでは版築層を検出した。これらは、出土遺物から近世もしくは近代に属するものと

考えられる。近世の絵図、文献資料から今回の調査範囲は筋違橋通と推定されることから、石組溝は道路側溝

跡、性格不明遺構は道路関連施設の可能性があり、当時の土木技術や道路構造を知る上で貴重な資料となり得

る①遺物は近世の陶器 。磁器、近代の陶器・磁器 。ガラス片などが出土している。

石組溝は試掘坑No 3-2、 No 5の 両試掘坑においても調査区外に延びるため、溝の現存範囲は更に西方、東

方に広がるものと考えられる。また、検出した各試掘坑の確認面の標高から勾配は約 5度、溝底面の勾配は 4

～ 5度で東から西に向かい上っており、当時の道路勾配も同様と推定される。使用時期は出土遺物から 19世

紀から近代にかけてと考えられる。版築層は試掘坑陥 3-1で のみ検出された。用途・性格などの詳細は不明

であるが、出土遺物より 19世紀中頃以降に構築されたものと考えられる。

また、試掘坑h3-lⅢ 層の砂礫層からは剥片石器が 1点出土している。これは流れ込みの可能性が高いが、

周辺に縄文時代の遺跡が存在することを示唆している。

今後の課題としては、道路跡の位置と範囲の確定、道路跡周辺遺構の時期・性格の解明などが挙げられる。

仙台城跡周辺地区 (B区)出土遺物集計表

試掘坑No
出土層位

磁器 陶器 ガラス 土師質土器 鉄製品 石器・石製品 非ロクロ土師器 その他 備考
遺構

Xlo 3 1
版築 3層 4 1 0 ] 0 19C主体

皿層 0 0 0 ユ 0 0 貢岩製

合計 4 1 0 1 I 0

No 3-2

[層 I 2 0 0 0 0 l

I層 1 3 0 0 0 0 0 0

Ⅳ層 0 I 0 0 0 0 0 0

撹乱 3 3 0 0 0 0 0 0

合計 5 0 0 0 0 0 1

No 4-3
I層 0 0 0 1 0 0 0

撹乱 1 0 1 0 0 0 0

合計 1 0 0 l 1 0 0 0

No 4-4 I～Ⅲ層 5 3 0 0 0 0 0 0

合計 5 3 0 0 0 0 0

No牛 5 撹乱 1 1 0 0 0 0 0 0

合計 1 1 0 0 0 0 0 0

No 7

SDl l層 l 3 1 5 0 0 19C主体

SD1 2)膏 0 4 0 0 0 0 0 19C主体

Ⅱ層 0 1 0 0 0 0 1

合計 1 8 1 5 0 0

つ
０



1

1層上面検出1.試掘坑 No.3-1

試掘坑No 3-1 西壁土層 (東より)
‘
盛
３

赫

2 試掘坑 No.3-1 3層上面検出 (東より)

試掘坑No 3-2 西壁土層 (東より)

5 試掘坑Nα 3-2 南壁土層 (北より) 6 試掘坑No 3-2 SD l検出 αヒ西より)

写真図版 1

32

B区 (1)



第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )

試掘坑Nα4-l SD l完掘 (東より)

3.試掘坑 No.4-l SD l完 掘 (北百より) 4.試掘坑 No.4-l SD l完 掘 (南東より)

|||||li―

6.試掘坑 No 4-3 完掘 (東より)

写真図版 2 B区 (2)
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1.試掘坑 No.4-3 SX l完 掘 (東より)

東壁上層 (西より) 4.試掘坑 No.4-4 南壁土層 (北より)

陽
γ

Ｆ

写真図版 3

34

2.試掘坑 No.4-3 サブトレンチ南壁土層 (北より)

B区 (3)



第 3章 仙台城跡周辺地区 (B区 )

2.試掘坑 No.4-5 完掘 (東より)

3.試掘坑 No.5 SD l検 出 (東より) 4.試掘坑 No 5 SD l土層 (東より)

■|||■   
―   ‐― :|         -1

5.試掘坑 No,7 SDl、 SX l検 出 (東より)

B区 (4)写真図版 4



1.試掘坑 No7 SDl完掘 (南より) 2.試掘坑 No,7 西壁土層 (東より)

3.試掘坑 No,7 SDl北壁検出 (南より) 4.試掘坑 No7 SDl南壁検出 (北より)

′

尋鬱騨鎖暢鱒騨辮黙J4孝律イ|ヤ●
|ト

路i,j
~｀  韓所6

写真図版 5 B区 (5)
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第 4章 木ノ下地区

第4章 木ノ下地区 ―仮称薬師堂駅出入口部 ―

第 1節  立地と歴史的環境

調査の対象となった木ノ下地区は、」R仙台駅の東南東約 23mの住宅地で、若林区木ノ下三丁目 16に所在

する。仙台市街地の東、宮城野海岸平野の西端、自然堤防上に位置している。標高は約 135mを 測る。遺跡の

北西約 1 0 kmに は北東から南西方向に段丘と沖積地の地形境界があり、この境界は「長町一利府断層」と呼ば

れている (第 2図 )。

遺跡周辺の西方約 130mに は史跡陸奥国分寺跡が、東方約 230mに は史跡陸奥国分尼寺跡が位置している。

また、南方約 900mに は縄文時代から江戸時代にかけての複合遺跡である養種園遺跡、南小泉遺跡、北東方約

1.6 kmに は中世城館の南目城跡、東方約 1.2臨には谷地舘跡、北西方約 1,6 kmに は国分鞭舘がそれぞれ位置し

ている。 江戸時代の絵図 (第 3図 -1。 2)に よると、調査区は国分寺薬師堂の南東、「院主坊 (住職屋敷 )」

に隣接する区画内にあたる。また、調査区東側で隣接する高砂堀は、江戸時代に開削された七郷堀より分岐す

る農業用水で、現在も使用されている。

|

考lI

第 1図 木ノ下地区 試掘調査区位置図
o     S=1:500     1om

※座標値は日本測地系を使用
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第 2図 調査区周辺地質図 el)

第 2節  調査の方法と経過

● 調査区

1.調査の方法
試掘調査は工事予定地に約 5m× 15m(74∬ )の調査区を設定し、表土から遺構確認面である明黄褐色
粘土質シル ト層上面までを重機で掘削し、その後人力による精査・遺構確認を行った。遺構確認面で平面・断

面の土層堆積状況を観察し、計測 。写真撮影を行い記録した。計測作業は国家座標に基づいて既知点を利用し、

また使用容易な箇所に基準点を新設した。平面図・断面図・遺物出土地点などの計測作業はトータルステーシ

ョンを用いて行い、計測データはCADソ フトで作図編集した。写真撮影は調査状況に応じ、35mmモ ノクロネガ・

カラーリバーサルの 2種類のフィルムを使用し、デジタルカメラでの撮影も行った。遺構番号は遺構の種類別

に略号を用いて管理した。出土遺物は出土年月日順に番号を付け、遺構・層位別に取上げ、登録を行った。報

告遺物は登録番号を付記した。

2.調査の経過

試掘調査は平成 18年 12月 11日 から 15日 の 5日 間で実施した。 12月 10日、調査区を設定 し、重機によ

る表土剥ぎから開始した。基本層を観察しつつ、遺構確認面である明黄褐色粘土質シル ト層上面で人力による

遺構確認精査を行った。遺構確認面の深さは約 40～ 50 cmである。確認された遺構は、溝跡 3条 (SD l～ 3)、

土坑 2基 (SK l・ 2)、 ピット 12基 (Pl～ 7・ 9～ 13)、 性格不明遺構 2基 (SX l・ 2)の 計 19基 である。
註1:■50000地質図 仙台および建設省国土地理院発行の2万 5千分の1地形図を元に作図。
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1 宝暦・明和年間 (1751～ 1771)「イ山台城下絵図」 (註 1)

コミ縁
I 11 ,
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第 4章 木ノ下地区
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2.安政 3～ 6年 (1855～ 1859)「 安政補正改革仙府絵図」 (註 2)

許

一・ぷ
●
虹
●
々
■

iF鞘
|

保吾院常

番号 遺跡名称 立地 時代 所存 JIHl 性格

I 試掘調査区 薬師堂駅部 自然堤防 占代 着林区木 ノ下 3丁 目 柔落

2 陸奥国分寺助 自然堤防 奈良・平安 岩林区木ノ下 3丁目 寺院

3 睦奥国分尼寺跡 自然堤防 奈良。平安 巷林区白萩町 寺院

4 ∃分寺東遺跡 自然堤防 平安 若林区木ノ下 3丁目 集落

第 3図 近世絵図における調査区推定位置及び周辺遺跡地図
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註 1:高倉淳ほか編 J絵図 地区で見る仙台第二lif』 今野印昂1株式会社 2005
記 2:高倉淳ほか編『絵図 地F/4で見る仙台第一帽千今野印刷株式会社 1994



調査は遺構検出数が少なく、小規模であることから、性格や年代究明のため完掘まで実施した。遺構調査

終了後、調査区北側と南東側に設けた 2箇所において、下層観察のための深掘 りを行なった (深掘区 1、 2)。

12月 15日 、重機で埋め戻し作業を行い全日程を終了した。

なお、当初実施予定であった ドマーニ木ノ下マンション跡地の試掘調査は、 11月 24日 の解体工事に立会い、

地下状況の確認を行った (第 1図 )。 その結果、建物基礎が予測遺構面下 lmに達し、遺構の存在は全 く期待

できない状況であったため、調査の対象から除外した (写真図版 4-3)。

第 3節 調査区基本層序
I層 は現代の盛土層である。層厚約 30～ 40 cmを 測る。 Ⅱ層は灰黄褐色シル トで、盛土以前の耕作土であ

る。調査区全域に分布する。層厚は北側で 10硼、南側で 30 cmを 測る。Ⅲ層は黒褐色シル トである。調査区

の大部分で上層のⅡ層に削平を受けており、わずかに南側部分で分布する。層厚 5～ 25 cmを測る。検出遺構

の一部はⅢ層からの掘 り込みを確認している。遺物は土師器片が 1点出土している。Ⅳ層は黄褐色粘土質シル

トで、粗砂を含む自然堆積層である。調査区全域に分布しており、一部、Ⅱ層に削平を受けている。大部分の

遺構確認面で、その多くは直上にⅢ層の分布が認められない。2箇所の深掘区の断面観察の結果、層厚は北側

で約 120 cm、 南側で約 180～ 200 cmを 測る。 /A‐ お、深掘区においてⅣ層の細分は行っていない。 V層は深掘

区断面観察により確認された。赤褐色砂礫層で自然堆積層である。径 2～ 5 cmの 自然礫主体で粗砂を多く含む。

検出した面積が狭 く詳細は不明である。 V層上面の標高は北側の深掘区 1で約 120m、 南側の深掘区 2で約

11.0～ 112mを 測 り、堆積状況は南側に下る傾斜をもつようである。

東壁土層
1380m

Ⅳ  Ⅳ  Ⅳ  Ⅳ Ⅳ

B
1380m―引

西壁土層

南壁土層
C

1380m―引

第 4図 基本土層断面図

却
勒
　
肌

1380m

北壁土層

基本層土層註記

層位 色調 土質
土性

混入物・備考
粘性 しまり

I 25Y3/3 暗オ リーブ褐色 砂質シル ト あ り あ り 蓋土。

Ⅱ 10YR4/2 灰黄褐色 シアレト あ り あ り 径 5～ 10 mm貢 色粘土フロック少量。径 2～ 5 mn炭化物少量。耕作土。
Ⅲ 10YR3/2 黒褐色 シアレト あ り あ り 径 5～ 10 mm黄 色粘土ブロック少量。径 5 mm炭化物少量。
Ⅳ 10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト あ り あ り 阻砂。 自然堆積層。

V 5 YR4/6 赤褐色 砂礫 な し ややあり 径2～ 5 cmの礫。粗砂多量。自然堆積層。
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第 4章 木ノ下地区

J⑬洋  ゴQ粋
     懸声     1

ゴ〇洋    ◎
杵

J⊆動
Iti―

第 5図 試掘調査区遺橋平面図
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第 4章 木ノ下地区

第 4節 検出遺構と出土遺物

(1)SDl清 跡 (第 5・ 6図、写真図版 1-1)

調査区中央に位置する。Ⅳ層上面で検出され、SD2と の切 り合い関係からⅢ層に伴 う遺構 と考えられる。ほ

ぼ南北に直線的に延びる溝跡である。規模は残存長約 600 cm、 上端幅は 30～ 45 cmの広狭をもち、深さ 15硼

を測る。主軸方向は N5生Wである。底面は凹凸をもち、壁は緩やかに立ち上がる。北端部は撹乱に、南端部
はⅡ層により削平されている。西側で SD2を切る。堆積土は灰黄褐色シル トの単層からなる。遺物は堆積土よ

り土師器片 6点が出土している。いずれも細片のため図化し得なかった。

(2)SD2溝 跡 (第 5～ 7図、写真図版 1-2～ 3・ 4-4)

調査区南側に位置する。Ⅳ層上面で検出され、南壁の断面観察よりⅢ層から掘り込まれていることが確認さ

れた。ほぼ南北に直線的に延びる溝跡である。規模は残存長 630 cln、 上端幅は 70～ 80 cmの 広狭をもち、深

さは 20～ 30硼を測る。主軸方向は N9生Wで ある。底面は平坦をなし、壁はほぼ垂直に立ち上が り、南方
向へ下る緩やかな傾斜で、さらに調査区外に延びる。北東側を SDlに 切られ、南側で P12を切る。堆積土は

2層からなる。 1層 は灰黄褐色シル トで、 2層は黄褐色シル トである。遺物は堆積± 1層 中より上師器片 2点、

須恵器片 1点が出土している。第 7図 の 1は須恵器邪の底部片で、底部は回転糸切後無調整のものである。そ

の他の出土遺物については細片のため図化し得なかった。

(3)SD3清 跡 (第 5～ 7図、写真図版 1-4～ 5'4-4)

調査区北側に位置する。Ⅳ層上面で検出されたが、Ⅲ層から掘 り込まれていた可能性もある。調査の段階で

は下部の SK 2を捉えることができず、同一のものとして掘 り下げた。ほぼ南北に延びる溝跡である。規模は残

存長約 350 cm、 上端幅は 50～ 110 cmの 広狭をもち、深さは 20～ 25 cmを 測る。主軸方向は N8生Wである。
底面は凹凸をもち、北側に向かい傾斜 し、壁は緩やかに立ち上がる。北端で SK2を切 り、さらに調査区外へ延

びる。南側は撹乱に削平されている。堆積土はにぶい黄褐色シル トの単層からなる。遺物は堆積土より土師器

片 5点、須恵器片 1点が出土している。第 7図の 2は土師器甕の回縁部片である。その他の出土遺物について

は細片のため図化 し得 /1-かった。

E  SDl   E
1320m―引        卜

ヤ

SD土層註記

F       SD2       F'
1310m引              卜

1350mtt     SD3     性

O       S‐ 1,40       1m

第 6図  SD l、 2、 3断面図

遺構名 層位 色調 土質
土性

混入物・備考
粘性 しまり

SD l I 10YR4/2 灰黄褐色 シルト あ り あ り 径 2～ 5 mm黄 色シルト粒多量。径 2 mm炭化物少量。

SD 2
I 10YR4/2 灰黄褐色 シルト あ り あ り 径 5 mm黄色シルト粒。径 2 mm炭化物少量。

2 10YR5/6 黄褐色 シルト あ り あ り 径 5～ 10 mn黄色シルトブロック多量。

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シアレト あ り あ り 径 2 mm黄色シルト粒。炭化粒少量。

フ К冒 2

第 7図 SD出土遺物
SD遺物観察表

遺構名
版

号

図

番

録

号

登

番
層位 種別 器種 部位 残存

法量 にm)
外面 内面

回径 底径 器高

71 1層 須恵器 啄 底部 (78) (20) 体部ロクロナデ、底部回転糸切後無調整 ロクロナデ

Cl 1層 土師器 甕 口縁部 小破片 ロクロナデ ロクロナデ
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(4)S Kl土 坑 (第 5'8図 、写真図版 1-6)

調査区南西隅に位置する。Ⅳ層上面で検出された。南壁の断面観察よりⅢ層から掘 り込まれていた可能性が

高い。規模は上端幅約 100 cm、 深さは 55 cmを 測る。平面は不整形を呈する。底面はやや凹凸をもち、壁は緩

やかに立ち上がる。南側は調査区外へ伸びる。南西側は撹乱により削平されている。堆積土は黒褐色シル トの

単層からなる。遺物は堆積土より須恵器片 3点が出土している。第 8図の 1は須恵器郷である。その他の出土

遺物については細片のため図化し得なかった。

H
1310m―引

H'
ト

O    S‐1:40   1m

己 ヲ
O             S‐ 1:3 10cm

第 8図 SKl断面図・出土遺物
SKl土層註記

層位 色調 土質
土性

混入物・備考
粘 '性 しまり

1 10YR3/2 1  黒褐色 シルト あ り あ り 径 1～ 3 cln黄色シル トブロック多量。炭化粒少量。

SKl出土遺物観察表
版

号

図

番

登録

番 ;
層位 種別 器種 部位 残存

法量 にm)
外面 内面

回径 度客 器高

1層 須恵器 邪
回縁部～

底部
小破片 体部ロクロナデ、底部調整不明 ロクロナデ

(5)SK2土 坑 (第 5・ 9図、写真図版 1-5)

調査区北側に位置する。Ⅳ層上面で検出された。規模は上端幅約 150 cm、 深さは 35 cmを測る。平面は楕円形を

呈する。底面は平坦で、東壁はほぼ垂直に立ち上がり、西側は外反して立ち上がる。上部を SD 3に切られる。さ

らに北側は調査区外へ広がる。堆積土は 9層から構成され、 9層は壁の崩落上である。遺物は出土していない。

G
1350m引

G'

卜

O       S‐ 1:40      1m

第 9図 SK 2断 面図

5K2土 層註記

層位 色調 土質
土性

混入物・備考
粘性 しま七

1 OYR3/3 暗褐色 シルト あ り あ り 径 2～ 5 mm黄色シルト粒多量。

2 OYR4/1 灰褐色 粘土質シル ト あ り あ り 径 5～ 1 0 mal黄色シルトブロック。

3 OYR4/2 灰黄褐色 シルト あ り あ り 径 5 mm黄色シルト粒少量。径 2 mn炭 化物少量。径 5 mm焼土粒少量。

4 OYR3/3 暗褐色 シアレト あ り あ り 径 2～ 5 mm貢 色シルト粒多量。

5 OYR3/2 黒褐色 シルト あ り あ り 径 5～ 10 mm黄色シルトプロック多量。

6 OYR4/1 灰褐色 粘土質シル ト あ り あ り 径 2 mm黄色シルト粒多量。

7 OYR6/6 明責褐色 シルト あ り あ り 径 5～ 10 mm黒褐色シル トブロック。

8 OYR3/2 黒褐色 シルト あ り あ り 径 5～ 1 0 nul貢色シルトブロック。径 2 mm炭 化物少量。径 2～ 5 mm焼土粒少量。

9 OYR5/6 黄褐色 粘土質シルト あ り あ り 径 20～ 50 nln黄 色シルトブロック。

44



第 4章 木ノ下地区

(6)ピット (第 5。 10図、写真図版 1-7～ 3-2)

ピットはⅣ層上面において 12基を検出した。その中で、 Pl、 4～ 6、 9、 10の 6基で柱痕跡を検出した。明

確に展開し、建物を構成するものはない。いずれも、平面形は円形ないし楕円形を呈し、上端径は 25～ 45 cm、 下

端径は 15～ 40 cm、 深さは 10～ 25 cmを測る。 P12は SD 2に切られる。なお、 P4については SX lを切ること

からⅢ層上面に伴うと考えられる。堆積土は単層～ 3層からなり、粘土質黒褐色シル ト、粘土質暗褐色シル ト、粘

土質明黄褐色シル ト、粘土質灰黄褐色シル トなどである。遺物はPlの掘り方埋土よリロクロ土師器 1点、 P12堆

積土より非ロクロ土師器 1点が出土しているが、いずれも細片のため図化し得なかった。なお、 P8は堆積土から

コンクリー ト塊が出土したため欠番とした。

K
1320m引

一

P7

P4

L         L
1320mゴ
_受
狂彦辺
~

P13

T      T'
1300m引

椰

J~

O      S‐ 1:40      1m

‐３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

ピット土層註記

K'

卜
J

1300m引

Ｎ
卜

N
1320m引 1330m―引        トー

寸

Pll

132011aΨ

第 10図  ピット断面図

遺構名 層位 色調 土質
土性

混入物・備考
粘性 しまり

Pl
l 10YR2/2 黒褐色 シアレト あ り あ り 径 5～ 10 rm黄色シルトブロック。径 2 mm炭化物少量。柱痕。

2 10YR3/2 黒褐色 シアレト あ り あ り 径 5～ 1 0 1Fm黄色シルトプロック多量。径 5 mm炭 化物少量。掘り方埋土。

P2
1 OYR3/1 黒褐色 シルト あ り あ り 径 2 jnm黄色シルト粒。焼土粒少量。径 2～ 5 mm炭化物少量。

10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト あ り あ り 径 2～ 5 nll黄色シルト粒極多量。径 1～ 2 cln黄色シルトブロック多量。

10YR3/2 黒褐色 シルト あ り あ り 径 2～ 5 mm黄色シルト粒極多量。径 10～ 15 mm黄色シルトブロック。

10YR3/2 黒褐色 シルト あ り あ り 径 2 mul黄色シルト粒。柱痕。

10YR3/2 黒掲色 シルト あ り あ り 径 l cln黄 色シルトブロック。掘り方埋土。

OYR6/6 明黄褐色 シルト あ り あ り 黄色シルトブロック多量。径 5 nm黒褐色シルト粒多量。掘り方埋土。

10YR3/2 黒褐色 シルト あ り あ り 径 2～ 5 nll黄色シルト粒。炭化粒少量。柱痕。

10YR3/2 黒褐色 シルト あ り あ り 径2～ 5 mm黄 色シルト粒。掘り方埋土。

10YR3/2 黒褐色 シルト あ り あ り 径 2 mm黄色シルト粒。柱痕。

10YR3/2 黒褐色 シルト あ り あ り 径 5～ 10 nLnl黄色シルトブロック多量。掘り方埋土。

P7

10YR3/2 黒褐色 シルト あ り あ り 径 5～ 10 mm黄色シルトブロック多量。径 2～ 511n炭化物少量。

2 10YR3/5 黒褐色 シルト あ り あ り 径 5 run黄色シルトブロック少量。

3 10YR4/2 灰貢褐色 シルト あ り あ り 径 10～ 15 mm黄色シルトブIElッ ク多量。径 5 mm黒褐色シルト粒多量。

I 10YR3/3 暗褐色 シルト あ り あ り 径 1～ 2 cm黄色シルトブロック多量。柱痕。

2 10YR3/1 黒褐色 シルト あ り あ り 径 2～ 5 mln黄色シルト粒。径 2 mm炭化物少量。掘り方埋土。

P10
1 10YR3/1 黒褐色 シルト あ り あ り 径 2m黄色シルト粒。炭化粒少量。柱痕。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あ り あ り 径 5～ 10 nml黄色シルト粒多量。掘り方埋土。

Pll 1 10YR4/2 灰黄褐色 シァレト あ り あ り 径 2～ 5 mm黄色シルト粒多量。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あ り あ り 径 5～ 20 mm黄色シルトブロック多量。

1 10YR3/2 黒褐色 シアレト あ り あ り 径 1～ 2 cm黄色シルトブロック多量。炭化物粒少量。
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(7)SXl性 格不明遺構 (第 5・ H図、写真図版 3-3)

調査区中央東側に位置する。Ⅳ層上面で検出された。東壁の断面観察によりⅢ層から掘 り込まれていること

が確認された。平面形は不整形を呈する。規模は長軸約 90帥、短軸約 70 cm、 深さは 30 cmを 測る。底面は、

やや凹凸をもち、壁は緩やかに立ち上がる。東側は調査区外へ伸びる。南西側で P4に切られる。堆積土は 2

層からなる。遺物は出土していない。

U
1320m引

U'

卜

O    S‐ 1:40   1m

第 11図 SX l断面図

(3)SX21陛格不明遺構 (第 4・ 5図、写真図版 3-4)

調査区西壁北側から北壁にかけての断面観察により確認された。全体の規模等は不明であるが、Ⅳ層から掘

り込まれている。堆積土は赤褐色の粘土質シル トで、径 2 mmの 焼土、炭化物粒、灰などが含まれており、粘性

が強 くしまりがない。遺物は出土していない。

SX 2土層註記

第 5節 まとめ

試掘調査では、溝跡 3条、土坑 2基、ピット12基、性格不明遺構 2基の計 19基を検出した。遺構確認面はⅢ

～Ⅳ層上面である。明確にⅢ層を掘り込む遺構は、断面観察や重複関係からSD l,2、 SX l、 P4の 4基である。

Ⅲ層はⅡ層耕作土により大部分が削平されており、Ⅲ層が確認できない部分で検出した遺構も、本来の掘り込み面

はⅢ層であった可能性もある。これら遺構の所属年代であるが、近世以降の遺物が出土しなかったものの、時期決

定資料に欠けることにより、古代以降としておきたい。なお、次年度において本試掘調査区の西側を調査する予定

であり、所属年代の詳細については今後に委ねたい。

SX l土層註記

層位 色調 土質
土性

混入物・備考
粘性 しまり

1 10YR3/1 黒褐色 シルト あ り あ り 径 2～ 5 mmの黄色粘土粒多量。

10YR2/2 黒褐色 シアレト あ り あ り 径 5～ 10 mmの 黄色粘土ブロック少量。

層位 色調 土質
土性

混入物・備考
粘性 しまり

ユ 5 YR3/2 + 日音赤褐色 粘 十管 シル ト あ り な し 径 2 mmの焼土粒。炭化物粒。灰少量。

出土遺物集計表

出土地点 非ロクロ土師器 ロクロ土師器 須恵器 合計 出土地点 非ロクロ土師器 ロクロ土師器 須恵器 合計

SD l 層 6 0 6 Pと 。2層 0 1 I

SD 2 層 2 1 3 P12・ 2層 1 0 I

SD 3 層 ! 4 l 6 皿層 0 ユ I

層 0 2 3 5 総計 2 5

46



第 4章 木ノ下地区

l SDl完 掘  (南 よ り) 2.SD2完掘 (北より)

木ノ下地区 (1)
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第 4章 木ノ下地区

l P12完掘 (北より)

3.5Xl完掘 (商より) 4 西壁北測 SX2断面 (東より)

5。 南壁断面 (北より)

櫂
　
４９

全景 (南より)

写真図版 3 下地区 (3)

全景 lHしより)



1 深掘区 l V層確認状況 (南より) 2.深掘区2 V層確認状況 (西より)

写真図版 4 木ノ下地区 (4)
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5 SKl出土遺物

3.解体工事立会 砂礫層確認状況 (南より)



第 5章 荒井地区

第 5章  荒井地区 ―荒井 トンネル立坑部・駅部・留置線部・車庫部 ―

第 1節  立地と歴史的環境
試掘調査の対象となった荒井地区は、仙台市街地東方の仙台東部道路仙台東 IC南西に展開する水田地帯で、若林

区荒井字沓形、東、矢取東、揚場、南原田に所在する。仙台平野の海岸部に位置し、主に広瀬川が形成した自然堤

防と後背湿地にかけて立地する。標高は約 2.3mか ら3.Omを測る。

周辺には、弥生時代から近世にかけての遺跡が数多く分布している (第 1図 )。 弥生時代以降の水田稲作について

は、藤田新田遺跡から平安時代の、下飯田遺跡から近世以降の水田跡が検出されている。また、中在家南遺跡と押

口遺跡の河川跡からは、弥生時代から近世にかけての木製の農耕具が数多く出土している。これらの遺跡から検出

された水田跡と遺物から、周辺における水田稲作の継続性が考えられる。

第 2節  調査の方法と経過
1.調査の方法

荒井地区の試掘調査は、調査対象地区の北東部に仮に求めた原点 (世界測地系 ,X=194800m、 Y=10500m、 日

本測地系・X=1951086845m、 Y=107999999m)か ら 100m× 100mのグリッドを設定した (第 2図 )。 グリッ

ドの名称は原点から、X軸は東から西へ向かって 1～ 6、 Y軸は北から南へ向かって A～ Hと し表記した。

試掘調査の対象面積は約 70900だ である。No l～ 41試掘調査区を、調査対象範囲に第 2図のように設定した。

調査区の大きさは No lが 32∬ (8× 4m)、 No 2～ 41が 24∬ (6× 4m)で ある。調査総面積は 992だで、

調査対象面積の約 1.4%である。

調査は、現在の耕作土を重機及び人力で掘削し、その後人力による精査 。側溝掘削・遺構確認を行った。各試掘

調査区において、遺構確認面で平面の計測・写真撮影を行い、側溝で断面の土層堆積状況を観察し、計測・写真撮

影を行った。出土遺物は出土年月日順に番号をつけ、試掘調査区毎に層位別に取り上げ、登録を行った。計測作業

は国家座標に基づいて既知点を利用し、また使用容易な箇所に基準点を新設した。平面図はトータルステーション

を使用し、計測データは CADソ フトで作図編集を行った。断面図は調査員が計測・図化を行い、一部デジタルカメ

ラを用いた写真実預」を併用した。安全対策として、試掘調査区の周囲に A型バリケードを置いた。また、試掘調査

区内で検出された現在の水田の暗渠配水施設については、その保護のために暗渠配水の管から両側 30 cmを 調査対

象から除外した。埋め戻しは重機及び人力で行い、最後に転圧機を用いて整地した。

2.調査の経過

調査は、No l試掘調査区を平成 18年 5月 15日 から 5月 25日 の 8日 間、No 2～ 41試掘調査区を平成

18年 10月 2日 から 12月 13日 の 47日 間、合計 55日 間実施した。

1層～ 6層の調査では、41箇所の試掘調査区のうち 21箇所の試掘調査区で水田跡及び水田土壌を確認した。

下層の調査は 8箇所の試掘調査区で行った。 7層以下の層からは、遺構や遺物の検出はなかった。

調査の過程で、株式会社古環境研究所にプラント・オパール分析と火山灰分析を依頼した。また、東北学院

大学松本秀明氏からは、荒井地区及び周辺の微地形の形成についてのご教示を頂いた。
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第 1図  周辺の遺跡地図
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第 3節 基本土層

調査を行った 41箇所の試掘調査区の基本土層は、大別 14層、細別 26層を確認した。

基本層 1～ 6層では、水田耕作土を 3層、その可能性がある層を 2層確認した。基本層 7～ 14層 は、下層の調

査を行った 8箇所の試掘調査区で確認した層である。

なお、水田耕作土である 4a層 と6a層の分布を確認した試掘調査区の位置図と柱状図をそれぞれ第 4図と第 5図

に、5b層の砂層を確認した試掘調査区を第 6図に、 1層直下に 7層を確認した試掘調査区を第 7図に示した。また、

第 8図から第 12図は、No l～ 41試掘調査区の基本層 1～ 7層の壁断面図である。

各層の層相は以下のとおりである。

1.基本層 1～ 6層

確認した水田跡の耕作土は、現代の耕作土である 1。 2層を除くと、3a層、4a層、

6a層 の 3層である。この 3つの層は、それぞれ自然堆積層の 3b層、4b層、6b層を

主な母材層とする関係にあると推定される。また、5a2層 と5d層に水田耕作土の可

能性が考えられた。

1層  No l試 掘調査区周辺を除く、調査区の全域に分布している現在の耕作土

である。基本的な層相は、10YR2/1、 7.5YR2/1黒 色粘土質シル トで、一部では

10YR3/1、 7 5YR3/1黒褐色砂質シル トである。層厚は 10～ 27 cmで 、酸化鉄を

少量含む。 1層の直下層は試掘調査区によって異なる。

2層  H箇 所の試掘調査区で確認した耕地整理前の現代の耕作上である。層相は
N2/0黒色粘土質シル トで層厚 5～ 15硼、酸化鉄を少量含む。 1層直下に部分

的に確認した。

3a層  3箇所の試掘調査区で確認した水田耕作土である。調査区北東の No 15。
24試掘調査区の層相は 7 5YR3/1黒 褐色砂質シル ト、調査区南側の No 41試掘調

査区の層相は 10YR2/1黒 色砂質粘土で、土色と土質に変化がみられる。層厚は 3

～ 9 cmで下面には顕著な凹凸がある。 1層直下に部分的に確認した。 第 3図 基本層序模式図
3b層  14箇 所の試掘調査区で確認 した自然堆積層で、3a層 の母材層 と推定される。基本的な層相は、
N15/0、 N2/0黒色粘土質シル トで層厚 3～ 10 cm、 酸化鉄を少量含む。調査区北側の No 5試掘調査区、調査

区北東の No 7・ 10。 12・ 15試掘調査区、調査区中央の No 25・ 27・ 30・ 31・ 33試掘調査区、そして南よ

りの No,36。 37試掘調査区の 12箇所の試掘調査区で確認した。No.19。 23試掘調査区ではシル ト質砂で、土

質に変化がみられる。No 5。 7試掘調査区では、灰白色火山灰ブロック径 05～ 2 cmを下層部分に少量含む。

3c層  6箇所の試掘調査区で確認 した自然堆積層である。層相は、N2/0黒色シル トで層厚 3～ 15 cm、 泥炭
質の粘土との互層で、灰白色火山灰を微量に含む。調査区中央の No.23・ 31・ 32・ 33・ 35試掘調査区と、調

査区北東の No 12試掘調査区で確認した。

4a層  11箇所の試掘調査区で確認 した水田耕作土である。層相は大きく3つ に分かれる。調査区中央の

No 25。 27・ 28・ 29,30・ 31試掘調査区の 6箇所の層相は、 10YR2/1黒 色砂質粘土で層厚 5～ 12 cm、 下面

の凹凸はあまりみられないが、下層の 5b層 の砂粒を多く含む。調査区北東の No 15・ 19。 24試掘調査区の層

相は、7 5YR2/1黒色砂質シル トで層厚 7～ 20 cm、 下面には顕著な凹凸があり、下層の 6a層 と 7a層のブロッ

ク径 0.5～ l cmを少量含む。調査区南側の No 33・ 34試掘調査区の層相は、10YR3/1黒褐色粘土質シル トである。

No 33試 掘調査区の層厚は 3～ 10 cmで 、下面の凹凸はあまりみられない。No 34試掘調査区の層厚は 5～ 20
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第 5章 荒井地区

cmで、下面に顕者な凹凸があり、下層の 5b層 の砂と 5d層 の粘土ブロック径 0.5～ l cmと 灰白色火山灰ブロッ

ク径 0.5～ 3 cmを少量含む。

4b層 7箇所の試掘調査区で確認 した自然堆積層で、4a層 の母材層と推定される。基本的な層相は、N15/0、

5YR1 7/1黒色で層厚 3～ 1 2 cn4、 植物遺体を少量含む。調査区の北側に分布し、No.6・ 8・ 13試掘調査区で

はシル ト、No.5。 22試掘調査区では粘土質シル ト、No 7・ 9試掘調査区ではシル ト質砂からなり、土質に

変化がみられる。No.9試掘調査区では径 05～ l cmの 火山灰ブロックを微量に含む。なお、4b層 の分布を確

認 した試掘調査区は、4a層水田耕作土の分布を確認した試掘調査区とは重複していない。

5a層  12箇所の試掘調査区で確認 した自然堆積層である。層相は、Nl.5/0、 N2/0泥 炭質の黒色粘土で層厚

3～ 18 cm、 植物遺体を少量含む。調査区北側の No.3・ 4・ 5'6・ 7・ 8。 9'10・ 12・ 13試掘調査区と、

調査区中央東側の No 32・ 35試掘調査区で確認した。そのうち、No 4・ 7・ 35試掘調査区の層厚は平均 15

mと やや厚い。なお、5a層の分布を確認 した試掘調査区は、4a層水田耕作土の分布を確認した試掘調査区と

は重複していない。4b層 と同様に 4a層 の母材層であった可能性が考えられる。

5a2層  No 9試掘調査区だけで確認 した水田耕作土の可能性が高い層である。層相は、10YR2/1黒色砂質粘

土で層厚 5～ 12 cm、 下面には顕著な凹凸があり、5b層 の砂粒と 6a層のブロックを多く含む。

5b層  20箇所の試掘調査区で確認 した自然堆積層である。基本的な層相は、10YR3/2、 7 5YR3/1、 5YR2/1

黒褐色砂で層厚 3～ 15 cm、 中粒の砂だけで構成されている。調査区北東側の No 6・ 7・ 8・ 9。 10・ 12・

13・ 15試掘調査区、調査区中央の No.23・ 27・ 29・ 31・ 32・ 33試掘調査区の 14箇所で確認した。そのうち、

No.9。 27・ 29試掘調査区の層厚は平均 12 cmと 厚 く、No.30試掘調査区では溝跡と考えられる遺構の埋土 と

して確認 した。調査区北側の No.4・ 5試掘調査区ではシル ト質砂、調査区中央の No.22試掘調査区と調査区

南側の No 34・ 35。 36試掘調査区では粘土質砂からなり、それぞれ下層の上と混ざった状態である。層厚は

3～ 10 cmで 、土質と層厚に変化がみられる。

5ctt No.7・ 29。 30試掘調査区で確認 した自然堆積層で 5a層 に近似 した層である。層相は、N2/0泥炭質

の黒色粘土で層厚 3～ 5 cm、 植物遺体を少量含む。5a層 との間に 5b層の砂を間層 として挟んでいるため細分

した。

5d層  調査区中央東側の No.32・ 34・ 35試掘調査区で確認 した水田耕作上の可能性がある層である。層相は

10YR3/1黒 褐色粘土質シル トで層厚 3～ 7 cmである。

6a層 21箇所の試掘調査区で確認 した水田耕作土である。基本的な層相は、 10YR3/1～ 3/2黒褐色ないし

10YR2/1、 7 5YR2/1黒色粘土質シル トで層厚 5～ 25 cm、 植物遺体を少量含む。調査区北側の No.3・ 4・ 5・

9試掘調査区と、調査区北東側の No 10・ 12・ 13・ 15試掘調査区、調査区中央の No 23・ 25・ 27・ 29・ 30・

31・ 33・ 34試掘調査区とNo 41試掘調査区の 17箇所で確認 した。下面には顕著な凹凸があり、直下の 7a層

の径 1～ 3 cmの ブロックを下層部分に多 く含む。調査区東側の No.19・ 24・ 28。 32試掘調査区では黒褐色砂

質粘土で層厚 5～ 18 cm、 土質と層厚に変化がみられる。

6b層  10箇所の試掘調査区で確認 した自然堆積層で、6a層 の母材層 と推定される。層相は大きく3つに分か

れる。調査区北東の No 6。 7・ 8試掘調査区の層相は、 10YR 3/2、 7 5YR3/1黒褐色シル トで層厚 15～ 25

cmである。調査区中央北側の No.11・ 14。 18試掘調査区での層相は、黒褐色シル ト質砂で層厚 3～ 15 cmで あ

る。調査区中央の No 22試掘調査区と調査区南側の No 35。 36・ 37試掘調査区の層相は、黒褐色粘土質シル

トで層厚 3～ 5 cmで ある。そのうち、No 35試掘調査区の層厚は平均 25 cmの 厚さである。6b層の分布を確認

した試掘調査区は、6a層水田耕作土の分布を確認した試掘調査区とは重複していない。
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2.基本層 7～ 14層

確認した基本層 7～ 14層は自然堆積層である。下層の調査は、No.18。 38・ 41試掘調査区では 7c層上面まで、

No.2・ 20試掘調査区では 11層上面まで、No 5・ 24試掘調査区では 13層上面まで、No l試掘調査区では 14

層まで行った。下層の調査で確認した 7～ 14層のうち、8層以下の層は試掘調査区によっては堆積が確認できなかっ

た層もある。

7att No l試掘調査区を除く調査区の全域に分布している自然堆積層である。層相は大きく3つに分かれる。調

査区北側の No.3・ 4・ 5・ 6・ 7・ 8。 9。 10。 12,13・ 15試掘調査区と、調査区南側の No.34,35。 36。

37・ 38・ 39・ 40試掘調査区とNo 23試掘調査区の 19箇所の層相は、10YR4/2灰黄褐色ないし 10YR3/3暗褐色

の粘土である。調査区中央の No H・ 14・ 16・ 17・ 18・ 20・ 21・ 22・ 25・ 26・ 27・ 30試掘調査区とNo,2・

41試掘調査区の 14箇所の層相は、10YR4/2灰 黄褐色ないし 10YR4/3に ぶい黄褐色のシル ト質砂である。調査区

中央東側の No 19・ 24・ 28・ 29。 31・ 32・ 33試掘調査区の 7箇所の層相は、10YR4/2灰黄褐色ないし 10YR4/3

にぶい黄褐色の砂である。下層の調査を行った試掘調査区での層厚は 10～ 20 cmで、酸化鉄と植物遺体を少量含む。

No l試掘調査区では削平されているために確認できなかったものと考えられる。

7b層 土壌化が進みやや黒色化した自然堆積層である。基本的な層相は、10YR3/2黒褐色シル ト質砂で層厚 10～
20 cm、植物遺体と酸化鉄を少量含む。No l・ 18・ 24・ 41試掘調査区で確認した。No 2・ 5試掘調査区では 25Y4/2

暗灰黄色で色調に、No.38試掘調査区では粘土で土質に変化がみられる。そのうち、No.41試掘調査区の層厚は間

層を挟んで 30 cmを測る。

7c層 土質と層厚に変化がみられる自然堆積層である。色調は 10YR4/2灰 黄褐色である。土質は、No.1。 18試

掘調査区では砂質シル ト、No.2。 20,24試掘調査区では砂、No 5。 38。 41試掘調査区では粘土である。層厚

は 10～ 80 cmで、確認した試掘調査区によって異なる。植物遺体を多量に、酸化鉄を少量含む。

7d層  ややグライ化 した自然堆積層である。基本的な層相は、2.5Y4/2暗 灰黄色粘土で層厚 25～ 30帥である。
植物遺体を多量に、酸化鉄を上層部分だけに少量含む。No 2・ 5。 20,24・ 38試掘調査区の 5箇所で確認した。

No l試掘調査区ではグライ化が進み、7.5GY5/1緑灰色粘上で層厚は平均 5 cmである。

8層 No.5。 20・ 24試掘調査区の 3箇所で確認した自然堆積層である。層相は、25Y3/2黒褐色粘土と25Y4/2

暗灰黄色粘土の互層で層厚 45～ 60 cm、 植物遺体を多量に含む。

9層 No.1。 2・ 20。 24試掘調査区の 4箇所で確認した自然堆積層である。層相は、10YR3/1黒褐色粘土で層

厚 15～ 20 cm、 植物遺体を少量含み、やや明るい 25Y4/2暗灰黄色粘土を間層として含む。

10att No l・ 2・ 5。 24試掘調査区で確認した自然堆積層である。No.1試掘調査区ではグライ化した 7.5GY5/1

緑灰色シル トで層厚は平均 40硼、中間層 として同色の砂層を含む。No 2試掘調査区ではややグライ化した

7 5YR4/1褐灰色砂質シル ト、No 5試掘調査区では 5Y4/2灰オリーブ色粘土、No 24試掘調査区では 25Y4/1黄

灰色粘土である。層厚は 12～ 20 cmで植物遺体を少量含む。各試掘調査区において色調変化の著しい層である。

10btt No 2・ 5。 20・ 24試掘調査区の 4箇所で確認した自然堆積層である。層相は、2.5Y3/2黒褐色粘土と25Y4/2

暗灰黄色粘土の互層で層厚 10～ 20 cm、 植物遺体を多量に含む。そのうち、No 2試掘調査区の層厚は間層を挟ん

で 50cmを淑1る。

11層 No.2・ 5・ 20。 24試掘調査区の 4箇所で確認した自然堆積層である。層相は、2.5Y3/2黒褐色粘土と25Y4/2

暗灰黄色粘土の互層で層厚 10～ 18 cmである。上層の 10b層 と同様の層相であるが、10b層 よりも暗いため分層した。

12層  No 5。 24試掘調査区で確認した自然堆積層である。層相は、25Y3/1黒褐色粘土で層厚 5～ 7 cmである。

13層  No l・ 5。 24試掘調査区で確認した自然堆積層である。基本的な層相は、10YR2/1黒 色砂である。No.1

試掘調査区ではグライ化し、7 5GY5/1緑 灰色砂で層厚は 55～ 60 cmで ある。

14層 No.1試掘調査区で確認した自然堆積層である。層相は、固くしまった 7 5YR6/3に ぶい褐色シル トである。
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No6試掘調査区 北壁断面
写真図版 78(西壁全体)
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写真図版 74

No4試掘調査区 西壁断面

No8試掘調査区 東壁断面

第 8図 No.1～ 9試掘調査区断面図
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No.10試掘調査区 西壁断面

No ll試掘調査区 西壁断面
写真図版 91
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第 9図 No.10～ 17試掘調査区断面図



だ

No.19訳掘調査区

No 20試掘調査区 南壁断面

第 5章 荒井地区

]25m

鑓       弘

No.21試掘調査区 西壁断面

No.18試掘調査区 西壁断面

25n:

No.23試掘調査区 西壁断面

No 25試掘調査区

〈

≠

No.24試掘調査区 西壁断面

勢

第 10図 No.18～ 25試掘調査区断面図

0      卜1:40      1m

61

}m



No 26試掘調査区 西壁断面

No.23試掘調査区 西壁断面

No.27試掘調査区 西壁断面

定

No.29試掘調査区 西壁断面

N031試掘調査区 西壁断面

No.30試掘調査区

No.32試掘調査区 西壁断面

第 11図  No.26～ 32試掘調査区断面図
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第 4節  検出遺構と出土遺物

1.基本層 1～ 6層の調査

遺構は、基本層 3a層、4a層、6a層を耕作土とする 3期の水田跡を検出した。また基本層 5a2層 と5d層に水田

耕作上の可能性が考えられる。

遺物は、15箇所の試掘調査区から磁器が 24点、陶器が 14点、土師器が 3点、鉄片が 2点、瓦 1点、その他 1

点の合計 45点が出上した。いずれの遺物も、出上した層位は基本層 1層で細片であるため、図化や写真の掲載は行っ

ていない。

以下は、水田跡に伴う畦畔と区画を検出した試掘調査区を中心とする調査内容である。

(1)Na 9試掘調査区 (第 13図、写真図版 2-2～ 3、 8-3～ 5)

A-3グリッドに位置する。調査は 1層除去後に四方に側溝を設定し、土層の観察を行った。確認した基本層は、1層、

3b層、5a層、5a2層、5b層、6a層、7a層である。平面的な調査は各層毎に 7a層上面まで行った。

1層は平均層厚 20硼である。調査区の東側に分布を確認した 4b層は、黒色シル ト質砂で平均層厚 5 cm、 この試

掘調査区では 05～ l cmの火山灰ブロックを微量に含む。5a層は泥炭質の黒色粘土で平均層厚 1 0 clnで ある。この

層は、5a2層を確認した調査区の西側では、5a2層の上部に 5 cm程の層厚を確認した。5a2層は黒色砂質粘土で層厚

は 5～ 12硼、調査区の西側に分布を確認した。下面には顕著な凹凸があり、5b層の砂粒と 6a層のブロックを多

く含む。5b層 は黒褐色砂で平均層厚 10 cm、 調査区の東側に分布を確認した。6a層は黒色粘土質シル トで層厚は

10～ 20 cm、 下面には顕著な凹凸があり、7a層の暗灰黄色粘土ブロック径 05～ 2 cmを下層部分に多く含む。

5a2層 については、層相から水田耕作上の可能性が考えられ、5a層下面の平面精査で 5b層 との分布境界を検出

した (第 13図、写真図版 2-3)。 この境界は、直線的な方向性を持っていることから、5a2層を耕作土とする水田

跡の耕作域を画している可能性はあるが、調査面積が狭く、畦畔などは検出できていないため明確ではない。5a2

層は、この試掘調査区の南西側に広がっているようである。5a2層上面の標高は、2.39～ 2.41mと 平坦である。ま

た、6a層水田跡に伴う畦畔等は確認できなかった。

(2)Nα 10試掘調査区 (第 14図、写真図版 2-4、 8-6～ 8)

A2グ リッドに位置する。調査は、1層除去後に平面の精査を行い、調査区の西側に側溝を設定し、土層の観察を行っ

た。確認した基本層は、 1層、3b層、5a層、5b層、6a層、7a層 である。3b層 と 5a層より下位の層については、

平面的な調査は行わなかった。

1層は平均層厚 25 cmで ある。3b層は黒色粘土質シル トで平均層厚 5 cm、 調査区の北側に分布を確認した。5a層

は泥炭質の黒色粘土で平均層厚 7 cmである。5b層は黒褐色砂で、確認した部分での層厚は約 5 cmである。6a層は

黒色粘土質シル トで層厚は 5～ 25 cm、 下面には顕著な凹凸があり、7a層の暗褐色粘土ブロック径 0.5～ l clnを 下

層部分に多く含む。

1層下面の平面精査で、基本層 3b層 と5a層の直線的な分布境界を確認した。その方向は N-63° 一Wである (第
14図、写真図版 2-4)。 これを断面で観察すると、5a層上面の高まりと 6a層上面の高まりを確認した (写真図版

8-6～ 8)。 そのうち、6a層上面の高まりは、6a層水田跡の畦畔あるいは水田区画を示す段差と考えられる。5a

層上面の高まりは、6a層水田跡の擬似畦畔 Aの可能性もある。また、6a層下面の擬似畦畔 Bについては、断面で

の観察を行ったが、この試掘調査区では明確ではなかった。

(3)No 12試掘調査区 (第 15図、写真図版 2-6～ 7、 9-2～ 4)

B-1グ リッドに位置する。調査区の東よりに現在の水田の暗渠が南北方向に走っている。調査は 1層除去後に四

方に側溝を設定し、土層の観察を行った。確認した基本層は、 1層、3b層、3c層、5a層、5b層、6a層、7a層で
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ある。平面的な調査は各層毎に 6a層上面まで行つた。

1層は平均層厚 20 cmで ある。3b層は黒色粘土質シル トで平均層厚 10 cmである。3c層は黒色シル トで平均層厚

5 cm、 泥炭質の粘土及び下部で灰白色火山灰と互層になる。灰白色火山灰は層厚 l cm未満で途切れながら認められ

る。5a層は泥炭質の黒色粘土で平均層厚 5 cmである。5b層は黒褐色砂で、確認した部分での層厚は約 5 cmで ある。

6a層は黒褐色粘土質シルトで層厚は 10～ 25 cm、 下面には顕著な凹凸があり、7a層の灰黄褐色粘土ブロック径 05

～ 3 cmを下層部分に多く含む。

3c層下面の平面精査で、基本層 5a層が直線的に帯状に分布する状況を検出した。この帯状の分布位置は、その

後の 5a層下面の平面精査では、5b層の砂が途切れている部分に相当し、6a層水田跡の畦畔の高まりとして確認し

た (第 15図、写真図版 2-7)。 5b層の平面精査を数回行ったが、ほかに畦畔や水口は検出できなかった。畦畔①

の方向は N47° 一Wで、下端幅は約 25mで ある。その畦畔幅から大畦畔と考えられる。また、畦畔①と交わる畦

畔②を調査区東側の一部で検出したが、大きさや方向は明確ではない。畦畔と水田面の比高差は 10 cm前後である。

水田跡は、畦畔①②によって区分された 2区画を検出した。区画①の面積は 1023∬以上で、標高は 2.02～ 204m

と平坦である。区画②は一部のみの確認のため不明である。なお、3c層下面で検出した 5a層上面の帯状の高まりは、

6a層水田跡の擬似畦畔 Aであり壁の断面で確認した。擬似畦畔 Bについても断面観察を行ったが、この試掘調査区

では明確ではなかつた (写真図版 9-2～ 4)。

(4)No 15試掘調査区 (第 16図、写真図版 3-2、 9-7～ 8)

B2グ リッドに位置する。調査区の西側を現在の水田の暗渠が南北方向と東西方向に走っている。調査は 1層除

去後に四方に側清を設定し、土層の観察を行った。確認した基本層は、 1層、 2層、3a層、3b層、4a層、5b層、

6a層、7a層である。平面的な調査は各層毎に平面的に 4a層まで行った。

1層は平均層厚 15 cmである。 2層 は部分的に確認した。3a層は黒色砂質シルトで層厚は 3～ 7 cm、 下面には顕

著な凹凸がある。3a層の母材層と推定される 3b層 は、黒色砂質シルトで平均層厚 5 cmで ある。4a層は黒色砂質粘

土で、下層の 5b層の砂粒を多く含む。この試掘調査区での層厚は 10～ 20 clnと厚く、下面には顕著な凹凸があり、

下層の 6a層 と 7a層のブロック径 0.5～ l clnを 下層部分に少量含む。5b層の黒褐色砂は、層厚の厚い 4a層水田跡

の耕作が深 く及んだことにより、一部で残存しているのを確認した。6a層 は黒褐色粘土質シル トで、確認した部分

の層厚は 5～ 10 cm、 下面に顕著な凹凸があり、7a層の灰黄褐色シルト質砂ブロック径 05～ l cmを下層部分に多

量に含む。

3a層 と 3b層の平面精査を行い、4a層水田跡の畦畔を 1条検出した (第 16図、写真図版 3-2)。 畦畔の方向は、

N39° ―Wで南側部分は調査区外へと広がつている。調査区内での幅は最大 2.lmである。水田跡は、畦畔によって

区分された 1区画を検出した。区画の面積は 13.52話以上で、標高は 238～ 244mと 平坦である。4a層水田跡

に伴う畦畔を検出したのは、この試掘調査区だけである。

(5)No 24試掘調査区 (第 17図、写真図版 4-3、 H-3～ 4)

C2グ リッドに位置する。調査区の東側には現代のものと考えられる撹乱を確認した。調査は 1層除去後に四方

に側清を設定し、土層の観察を行った。確認した基本層は、 1層、3a層、4a層、6a層、7a層である。平面的な調

査は各層毎に 7層上面まで行い、その後下層の調査を行った。

1層は平均層厚 20 cmで ある。 2層は一部で確認した。3a層は黒褐色砂質シルトで平均層厚 5 cm、 下面には顕著

な凹凸がある。4a層は黒褐色砂質粘土で、この試掘調査区での層厚は 5～ 15阻 と厚く、下面には顕著な凹凸があり、

下層の 6a層 と 7a層のブロック径 0.5～ l crnを 下層部分に多量に含む。6a層は、4a層水田跡の耕作が深く及んだ

ことにより、部分的に残存する程度である。

3a層下面については、断面観察で調査区の北西に畦畔状の高まりあるいは水田区画を示す段差の可能性のある高

まりを確認 した。方向は後述する SD lと 同じと推定される。4a層下面の平面精査では、調査区の北西に清跡を 1
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条 (SD l)検出した。この溝跡は東西方向に延び 6a層 と 7a層を掘り込んでいる。溝跡の幅は平均 50 cmで深さは

20 cm前後である (第 17図、写真図版 4-3、 H-4)。 また、この溝跡の北側と南側では、溝に沿って北側が高くなっ

ていることを確認した。この高まりは、4a層水田跡に伴う畦畔状の高まりあるいは水田区画を示す段差の可能性は

あるが、部分的な検出のため幅や方向は明確ではない。

(6)No 27試掘調査区 (第 18図、写真図版 4-7、 11-8、 12-1～ 2)

C3グ リッドに位置する。調査区のほぼ中央を現在の水田の暗渠が南北方向に走っている。調査は 1層除去後に
平面精査を行い、四方に側溝を設定し、土層の観察を行った。確認した基本層は、 1層、3b層、4a層、5b層、6a層、

7a層である。3b層より下位の層については、平面的な調査は行わなかった。

1層は平均層厚 20 cmである。3b層は黒色粘土質シルトで平均層厚 5 GInである。4a層は黒色砂質粘土で層厚 3～

10 cm、 下層の凹凸はあまりみられないが、直下の 5b層の砂粒を多く含む。5b層は黒褐色砂で、この試掘調査区では、

堆積を確認した部分での層厚は約 10 cmで ある。6a層は黒色粘土質シル トで層厚 5～ 18 cm、 下面には顕著な凹凸

があり、7a層の灰黄褐色粘土ブロック径 0.5～ 2 cmを下層部分に多く含む。

断面観察で、6a層上面の高まりを確認した (写真図版 11-8、 12-1～ 2)。 この部分では 5b層の堆積が途切れ

ていた。6a層上面の高まりは、東西の側溝の両側の断面で確認できたことから、6a層水田跡の畦畔の可能性が高く、

調査区内を東西方向に延びていると推測される。断面観察から推定される畦畔幅は約 18mでみる。6a層下面につ
いても断面観察を行い、7a層上面の擬似畦畔 Bに相当する若干の高まりを確認した。

(7)Nα 31試掘調査区 (第 19図、写真図版 5-3、 131～ 2)
D3グ リッドに位置する。調査区のほぼ中央を現在の水田の暗渠が南北方向に走っている。調査は 1層除去後に
平面精査を行い、四方に側溝を設定し、土層の観察を行った。確認した基本層は、 1層、3b層、3c層、4a層、5b層、

6a層、7a層である。3b層 より下位の層については、平面的な調査は行わなかった。

1層は平均層厚 20 cmである。3b層 は部分的に確認した。3c層は黒色シル トで平均層厚 7 cm、 泥炭質の粘土及び

下部で灰白色火山灰と互層になる。灰白色火山灰は層厚 l cm未満で途切れながら認められる。4a層は黒色砂質粘土

で層厚 3～ 7 cm、 下層の凹凸はあまりみられないが、直下の 5b層の砂粒を多く含む。5b層は黒褐色砂で、堆積を

確認した部分での層厚は約 10 cmである。6a層は黒色粘土質シル トで層厚 7～ 15 cm、 下面には顕著な凹凸があり、

7a層の灰黄褐色粘土ブロック径 0.5～ 3 cmを下層部分に多く含む。

断面観察で、6a層上面の高まりを確認した (写真図版 13-1～ 2)。 この部分では 5b層の堆積が途切れていた。

6a層上面の高まりは、東西の側溝の両側の断面で確認できた。このことから、6a層水田跡の畦畔の可能性が高く、

調査区内を東西方向に延びていると推測される。断面観察から推定される畦畔幅は約 16mである。6a層下面につ
いても断面観察を行い、7a層上面の擬似畦畔 Bに相当する若干の高まりを確認した。

(8)No 32試掘調査区 (第 20図、写真図版 5-5～ 6、 13-3～ 4)

D2グリッドに位置する。調査は 1層除去後に四方に側溝を設定し、土層の観察を行った。確認した基本層は、1層、
2層、3c層、5a層、5b層、5d層、6a層、7a層である。平面的な調査は各層毎に 7a層上面まで行った。

1層 は平均層厚 20 cmである。 2層は 1層に削平されていたが、堆積を確認した部分での層厚は約 1 0 crnで 、他

の試掘調査区に比べてやや厚い残存状況である。この試掘調査区で確認した 3c層は、黒色シル トで平均層厚 15 cm、

泥炭質の粘土との互層で灰白色火山灰ブロック径 05～ 3 cmを少量含む。5a層の泥炭質の黒色粘土と5b層の黒褐
色砂は、それぞれ層厚約 5 cmである。5d層 は黒色粘土で平均層厚 5 cmである。この試掘調査区の他は、No 34・ 35

試掘調査区だけで確認した耕作土の可能性の考えられる層であるが、下面には凹凸や下層起源のブロックは確認で

きなかった。6a層は黒褐色粘土質シル トで層厚 10～ 25 cm、 下面には顕著な凹凸があり、7a層の暗褐色砂粒を下

層部分に多く含む。

2層下面の平面精査で、南北方向に延びる溝跡を 1条 (SD l)検出した。この溝跡は、No.28試掘調査区で検出
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した溝跡 (SD l)(写真図版 4-8)の延長と判断され、時期は近代以降と考えられる。SD lは 6a層上面まで掘

り込み、この調査区内での幅は約 1.5mで深さは 20 cmで ある (第 20図、写真図版 5-5)。 また、断面観察で 2層

下面から掘り込んでいる溝跡を他に 1条 (SD 2)検出した (写真図版 13-3)。 5b層 と5d層下面の平面精査を行っ

たが、6a層上面の畦畔状の高まりを明確には捉えることができなかった。その後 6a層中において、7a層が東西方

向に延びる不定形な分布を確認した (写真図版 5-6)が、調査区が狭いため、擬似畦畔 Bと判断することはできな

かった。

(9)Nα41試掘調査区 (第 21図、写真図版 6-7、 14-7～ 8)

H-2グ リッドに位置する。調査区のほぼ中央を現在の水日の暗渠が南北方向に走っている。調査は 1層除去後に

四方に側溝を設定し、土層の観察を行った。確認した基本層は、 1層、 2層、3a層、6a層、7a層である。平面的

な調査は各層毎に 7a層上面まで行い、その後下層の調査を行った。

1層は平均層厚 20 clnで ある。 2層は 1層に削平されており部分的に残存していた。3a層 は黒色砂質粘土で層厚

3～ 9 cm、 下面には顕著 /A―凹凸がある。この試掘調査区では、灰白色火山灰ブロック径 0.5 cmを 微量に含む。6a層

は黒褐色粘土質砂土で層厚は 7～ 18 cm、 下面には顕著な凹凸があり、7a層の暗灰黄色シル ト質砂ブロック径 0.5

～ l cmを下層部分に多く含む。

3a層下面の平面精査の後、6a層 中で平面精査を行ったところ、7a層が帯状に分布する状況を確認した。これは

6a層水田跡の擬似畦畔 Bと考えられる。その後、7a層上面で T字状の擬似畦畔 Bを検出した (第 21図、写真図

版 6-7)。 7a層上面と擬似畦畔 Bの比高差は 5硼前後である。擬似畦畔 B①の方向は N-32° 一Wで、下端幅は約 12m

である。擬似畦畔 B①と交わる擬似畦畔 B②の方向は N58° Eで、下端幅は約 1.3mである。
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第 21図  No.41試掘調査区 7a層上面平面図 。壁断面図
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2.基本層 7～ 13層の調査

調査は 8箇所の試掘調査区で行った。そのうち、黒褐色の 7b層を平面的に調査したのは No.18。 38・ 41試掘調

査区、土層断面の観察を目的として深掘り調査を行ったのは No.1・ 2・ 5・ 20・ 24試掘調査区である。

以下は、下層の調査を行った各試掘調査区の調査内容である。

(1)Nα l試掘調査区 (第 22図、写真図版 1-1、 7-1～ 2)

A6グ リッドに位置する。調査区のほぼ中央を現在の水田の暗渠が南北方向に走っている。調査は四方に側溝を

設定し、土層の観察を行いつつ調査区の西側は 7c層上面まで、調査区の東側は 9層上面まで各層毎に平面的に行っ

た。さらに、調査区南東に深掘り区を設定 し 14層まで掘削した。確認した基本層は、7b層、7c層、7d層、9層、

10a層、 13層、14層である。

この試掘調査区では約 1.3mの盛土層の下に 7b層を確認した。7b層 は暗褐色シル ト質砂で平均層厚 40 cln、 酸

化鉄を少量含む。この試掘調査区では、互層状に砂質やシル ト質のやや強い部分を確認した。7c層は灰黄褐色砂質

シル トで平均層厚 50 cm、 植物遺体と酸化鉄を少量含み、下層部分はややグライ化している。7d層は緑灰色シル ト

で平均層厚 5 cln、 グライ化している。 9層は黒褐色シル トで平均層厚 20 cm、 植物遺体を少量含む。他の試掘調査

区とは異なり、調査区中央南側で 9層下面の若子の落ち込みを検出した。 10a層 は 7d層 と同様にグライ化した緑

灰色砂質シル トで平均層厚 40 cm、 植物遺体を少量含む。間層として植物遺体を多量に含む砂層を確認した。 13層

もグライ化した緑灰色の粗い砂の層で平均層厚 55 cln、 多量の植物遺体を含み、湧水がある。この試掘調査区で確

認 した 14層は、硬くしまったにぶい褐色シル トで、間層に褐灰色シル トを含んでいる。

(2)No 2訳掘調査区 (第 23図、写真図版 1-2、 7-3)

A-5グ リッドに位置する。調査は北と東西の三方に側溝を設定し、土層の観察を行いつつ 9層を平面的に、H層

上面まで段掘りを行った。確認した基本層は、 1層、7a層、7b層、7c層、7d層、9層、 10層、 11層である。

1層は平均層厚 15 cmである。7a層 は灰黄褐色シル ト質砂で平均層厚 10 cmである。7b層 は暗灰黄色シル ト質砂

で平均層厚 15硼である。7c層は灰黄褐色砂で平均層厚 60 cmで ある。7a層、7b層、7c層のいずれの層も酸化鉄

を少量含む。7d層は暗灰黄色粘土で平均層厚 30 cm、 ややグライ化し、上層部分に酸化鉄を少量含む。この試掘調

査区で平面的な調査を行った 9層は、黒褐色粘土で平均層厚 15硼、No.1試掘調査区に近似した層相で、植物遺体

を少量含む。 10a層は褐灰色砂質シル トで平均層厚 12 cm、 ややグライ化している。 10b層は黒褐色粘土と暗灰黄

色粘土の互層で平均層厚 50 crn、 一部黒褐色土が厚い部分がある。他の試掘調査区で確認した 10b層よりもやや明

るい。 11層 まで掘削した段階で、湧水のため調査は終了した。

(3)Nα 5試掘調査区 (第 24図、写真図版 1-6、 7-6～ 7)

A3グリッドに位置する。調査は 7a層上面まで平面的に行った後、北側と東西の三方に側溝を設定し、土層の観

察を行いつつ 13層上面まで段掘りを行った。確認した基本層は、1層、 2層、3b層、4b層、5a層、5b層、6a層、

7a層、7b層、7c層、7d層、8層、10a層、10b層、11層、12層、13層である。

7a層は灰黄褐色シル ト質砂で平均層厚 10 cm、 上面には 6a層の凹凸がある。7b層は暗灰黄色シルト質砂で平均

層厚 15 cmで ある。7c層 は灰黄褐色粘上で平均層厚 20 cmで ある。7a層、7b層、7c層のいずれの層も酸化鉄を少

量含む。7d層は暗灰黄色粘上で平均層厚 30 cm、 ややグライ化し、上層部分に酸化鉄を少量含む。8層は黒褐色粘

土と暗灰黄色粘土の互層で平均層厚 55硼、植物遺体を多量に含む。 10a層 はオリーブ色粘土で平均層厚 15硼、植

物遺体を少量含む。10b層 と 11層 は黒褐色粘土と暗灰黄色粘土の互層で、層厚はそれぞれ平均 25 cmと 平均 15 cm

である。植物遺体を多量に含み 11層の方が暗い。12層は黒褐色粘上で平均層厚 5 cmで ある。13層は黒色砂である。

(4)Nα 18試掘調査区 (第 25図、写真図版 3-5、 10-3～ 4)

B3グリッドに位置する。調査は四方に側溝を設定し、土層の確認を行った。確認した基本層は、1層、6b層、7a層、
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7b層、7c層である。平面的な調査は 7b層上面から 7c層上面まで行った。

1層は平均層厚 15 cmである。6b層は黒褐色シル ト質砂で平均層厚 12硼である。7a層 はにぶい黄褐色シル ト質

砂で平均層厚 20 cmである。7b層は黒褐色シル ト質砂で平均層厚 10 cmである。7c層 は灰黄褐色砂質シルトである。

7a層、7b層、7c層のいずれの層も酸化鉄を少量含む。

黒褐色の 7b層の平面的な調査を行ったが、7b層に伴う畦畔や下面の凹凸は検出できなかった。

(5)Na 20試掘調査区 (第 26図、写真図版 3-7、 10-6)

B2グ リッドに位置する。北側と西際に現在の水田の暗渠が東西と南北方向に走っている。調査は南側と東西の

三方に側溝を設定し、土層の確認を行いつつ 11層上面まで段掘りを行った。確認した基本層は、1層、7a層、7c層、

7d層、 8層、 9層、 10b層、H層 である。
1層は平均層厚 15 cmで ある。7a層は灰黄褐色シルト質砂で平均層厚 10 cm、 酸化鉄を少量含む。7b層は確認し

ていない。7c層は灰黄褐色砂で平均層厚 60 cm、 酸化鉄を少量含む。7d層は暗灰黄色粘土で平均層厚 30 cm、 やや

グライ化し、上層部分に酸化鉄を少量含む。 9層は黒褐色粘土で平均層厚 15 cm、 植物遺体を少量含み、間層にや

や明るい暗灰黄色粘土を含む。10b層 と 11層は黒褐色粘土と暗灰黄色粘土の互層で、10b層の層厚は平均 15 cmで

植物遺体を多量に含む。H層の方がやや暗い。

(6)No 24試掘調査区 (第 27図、写真図版 4-4、 H-5)

C2グリッドに位置する。調査は 7a層上面まで平面的に行った後、土層の確認を行いつつ 13層上面まで段掘
りを行った。確認した基本層は、 1層、3a層、4a層、6a層、7a層、7b層、7c層、7d層、 8層、 9層、 10a層、

10b層、H層、12層、13層である。
7a層 は灰黄褐色砂で平均層厚 20 cmで ある。上面には 4a層 と6a層の凹凸がある。7b層は暗灰黄色シル ト質砂

で平均層厚 10 cmである。7c層は灰黄褐色砂で平均層厚 55 cmである。7a層、7b層、7c層のいずれの層も酸化鉄

を少量含む。7d層は暗灰黄色粘土で平均層厚 25 cm、 ややグライ化し、上層部分に酸化鉄を少量含む。 8層は黒褐

色粘土と暗灰黄色粘土の互層で平均層厚 60 cm、 植物遺体を多量に含む。9層は黒褐色粘土で平均層厚 15 cm、 植物

遺体を少量含み、間層にやや明るい暗灰黄色粘土を含む。10b層は黒褐色粘土と暗灰黄色粘土の互層で平均層厚 10

cm、 一部黒褐色土が厚い部分がある。H層 も黒褐色粘土と暗灰黄色粘上の互層で平均層厚 15 cm、 11層の方がや
や暗い。 12層は黒褐色粘土で平均層厚 5 cmである。 13層は黒色砂である。

(7)No 38試 掘調査区 (第 28図、写真図版 6-4、 13-3～ 4)

F2グ リッドに位置する。調査は四方に側溝を設定し、土層の確認を行った。確認した基本層は、1層、7a層、7b層、

7c層である。平面的な調査は 7b層上面から 7c層上面まで行った。

1層は平均層厚 15 cmで ある。7a層は灰黄褐色粘土で、平均層厚 15 cmで ある。7b層は黒褐色粘土で、平均層厚

20 cmである。7c層は灰黄褐色粘土で、確認した部分での層厚は約 15 cmで ある。7d層は部分的に調査区西側の断

面で確認した。7a層、7b層、7c層のいずれの層も酸化鉄を少量含む。

黒褐色の 7b層の平面的な調査を行ったが、7b層に伴う畦畔や下面の凹凸は検出できなかった。

(3)NQ 41試 掘調査区 (第 29図、写真図版 6-8、 14-8)

H-2グリッドに位置する。調査は 7a層上面まで平面的に行った後、暗渠の西側部分について調査区の北側と西側

に側溝を設定し、土層の確認を行った。確認した基本層は、 1層、 2層、3a層、6a層、7a層、7b層、7c層である。

平面的な調査は 7b層上面から下面について行った。

7a層は灰黄褐色シル ト質砂で平均層厚 20 cm、 上面には 6a層の凹凸がある。この試掘調査区で確認した 7b層は、

黒褐色シルト質砂で平均層厚 30 cm、 間層として灰黄褐色のシル ト質砂を含み、間層を挟んだ下層部分の方がやや

暗い色調である。7c層は灰黄褐色である。7a層、7b層、7c層のいずれの層も酸化鉄を少量含む。

黒褐色の 7b層の平面的な調査を行ったが、7b層に伴う畦畔や下面の凹凸は検出できなかった。

つ
∪
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南壁断面

第 22図 No。 1試掘調査区下層平面図・壁断面図
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第 23図 No.2試掘調査区下層平面図・肇断面図

図獅．
層下区

一鯉一　　石

５０Ｎ第 24図



O   S‐ 1:60   1m

―

7c          ~~                        ~~   ~~~

第 25図  No。18試掘調査区下層平面図・壁断面図

第 26図  No.20試掘調査区下層平面図・壁断面図
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第 27図 No。24試掘調査区下層平面図・壁断面図

Ｔ
Ｉ
日
∞
ミ

〇

側湾

側溝

第 28図  No.38試掘調査区下層平面図・壁断面図
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A
30m―引

O  S‐1:60  1m

―

第 29図  No.41試掘調査区下層平面図・壁断面図

第 1表  試掘調査区調査内容一覧表
検出した畦畔と区画

6a層水日跡 畦畔あるいは段差

6a層水田跡 畦畔・区画

78



第 5章 荒井地区

第 5節  自然科学分析

1.土層とテフラ

(1)は じめに

東北地方仙台市域とその周辺に分布する後期更新世以降に形成された地層や土壌の中には、蔵王、鳴子、肘折、

十和田/1~ど東北地方の火山のほか、洞爺、浅間、御岳、大山、三瓶、阿蘇、姶良など遠方の火山に由来するテフラ (火

山砕屑物,いわゆる火山灰)が数多く認められる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、

これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっ

ている。

ここでは、仙台市高速鉄道東西線関係遺跡荒井地区において、テフラ検出分析と屈折率測定を行って指標テフラ

の検出同定を行った結果について報告する。

(2)試料

調査分析の対象地点は、No 12・ 19試 掘調査区南壁、No 15。 35試掘調査区北壁、No.24試 掘調査区西壁、

No.41試掘調査区西 。北壁の 6地点である。また、No.5試掘調査区 4b層、No 9試掘調査区 1層下部、No 12試

掘調査区東壁 3c層 については、発掘調査担当者及び関係者により採取された試料を対象に分析測定を実施した。

(3)テ フラの検討

採取された 41試料を対象としてテフラ検出分析を行い、テフラ層に含まれるテフラ粒子の相対的特徴を把握す

るとともに、堆積物試料の中に含まれるテフラ粒子についても記載を行った。また、そのうち、10試料に含まれ

る火山ガラスについて、温度変化型屈折率測定装置 (古澤地質社製 MAIOT)により、屈折率 (n)の測定を行った。

テフラ検出分析の結果を第 3表に、屈折率測定の結果を第 2表に示す。

屈折率測定の対象となった試料のうち、No 15試掘坑北壁の試料 1(3a層 中の細粒火山灰層)や No 34試掘抗北

壁の試料 1(4a層 )に含まれる火山ガラスについては、その形態や色調さらに屈折率などから、915年に十和田火

山から噴出したと推定されている十和田 a火山灰 (To a,大池 1972,町田ほか 1981)と 考えられる。したがって、

現地において分析者により層相が確認され試料が採取された 3a層中の細粒火山灰層については、To―aと考えられる。

なおこの To aはパッチ状に認められることから、厳密には No.15試掘坑北壁 3a層や No 34試掘抗北壁 4a層の形

成年代は、To―a降灰後と考えられる。

同様の層相をもつ No 41試掘坑西 。北壁の 3a層中にパッチ状に認められる細粒火山灰層 (試料 1)についても、

火山ガラスの特徴を合わせるとTo aと考えられる。また、屈折率測定の対象となった No 5試掘坑の 4b層につい

ても、火山ガラスの色調や形態さらに屈折率などからTo aと考えられる。とくに前 2者については、やはリパッチ

状に認められることから、4a層の形成は To a降灰後と考えられよう。No 15試掘坑北壁の試料 3に含まれる火山

ガラスの起源については、現在のところ不明である。

No.34試掘坑北壁の試料 9に含まれる火山ガラスの屈折率は、多賀城でも検出されているらしい 6世紀中葉に榛

名火山から噴出した榛名ニッ岳伊香保軽石 (Hr_FP,新井 1962,坂口 1986,早田 1989,町田ほか 1984,町田・

新井 1992)の それと一致する。ただし、本試料には Hr FPに特徴的なスポンジ状に発泡した白色軽石型ガラスの

ほかに、繊維束状に発泡した軽石型ガラスも認められる。したがって、今後信頼度の高い EPMA(エレクトロンプロー

ブX線マイクロアナライザー)による主成分化学組成分析などを実施して同定精度を向上させると良い。本試料中

に Hr―FPが含まれているとすると、津波堆積物と考えられている 5b層の層位は Hr FPよ り上位で、To―aよ り下位

にあることになる。

No 9試掘坑の 1層下部に含まれる火山ガラスについては、その色調や形態さらに屈折率などから、To―a起源の
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火山ガラスが含まれている可能性は高いものの、前述の純度の高い To aと比較すると屈折率が若干低いものも認め

られるようである。To aの火山ガラスに関しては、水和が十分進んでない場合があり、低い屈折率が得られること

がある (故新井房夫群馬大学名誉教授談)。 To―a以外のテフラからの混在の可能性も含め、今後層相など検討して

みる必要があろう。

No.12試掘坑東壁の 3c層 に関しては、含まれる火山ガラスの量が少なく、屈折率 (n)のばらつきも大きい。期

待された Hr FPの火山ガラスの屈折率の値も、それらの rangeに 含まれているものの、Hr― FPの存在について詳し

く言及することが難しい。仮に Hr FP起源のテフラ粒子が混在しているとしても、量が非常に少ないために、実際

の降灰層準と認定するのは困難と思われる。なお、試料 (b)に含まれる屈折率が高い火山ガラスについては、十和

田中楓テフラ (To― Cu,大池ほか 1966,早川 1983,福田 1986,町田 。新井 1992,約 5,500年前 (註 1))に 由

来するのかも知れない。

このほか、今回の分析では、No.12試掘坑南壁の試料 2に濃集する淡褐色～褐色の軽石型火山ガラスが注目される。

仙台市域南方では、最近福島県域で 1128(大治 3)年 に浅間火山から噴出したと推定されている浅間粕川テフラ

(As―Kk,早田 1995,2004な ど)の発見が相次いでおり、浜通地方でも検出されている (古環境研究所 2002)。

したがって、本遺跡で検出される可能性もあろう。また、岩相から蔵王火山起源のテフラの可能性もあるのかも知

れない。今後、この火山ガラスを含むテフラ層と To―aと の層位関係の把握が期待される。

(註 1:放射性炭素 (14C)年代.暦年較正年代は,約 6,000年 前 (町田 。新井 2003)。 )

(4)ま とめ

仙台市高速鉄道東西線関係遺跡荒井地区において、地質調査、火山ガラス比分析、屈折率測定を行った。その結

果、十和田 a火山灰 (To a,915年 )の堆積を確認することができた。また現段階では To aと の層位関係は不明で

あるものの、浅間粕川テフラ (As―Kk,H28年 )に由来する可能性のあるテフラ粒子が認められた。さらに、今後
のより詳細な分析を必要とするものの、十和田中撤テフラ (To Cu,約 5,500年前)や榛名ニッ岳伊香保軽石 (Hr_FP,

6世紀中葉)な どに由来する可能性のある火山ガラスも検出することができた。

第 2表 荒井地区試料と代表的な指標テフラに含まれる火山ガラスの屈折率試掘調査区一覧表
地点 /テフラ 火山ガラスの屈折率 (n)層名        試料

No 15試掘坑北壁               3a         l                  1 500 1 508(32)

7               3                               1503-1507 (30)

No 34試 掘坑北壁 1500-1510(31)

1500-1503 (33)

4a

6a

1

9

No 12試掘坑東壁 (a)

(b)

(c)

(d)

1498-1503 (33)

1497-1506(32),1511-1512(2)

1495-1504(30)

1498-1506(22)

十和田 a (To― a、 AD915) 1500-1508

榛名ニツ岳伊香保 (HrギP,6c) 1500-1503

+和田中板 (To Cu,5 5kyBP) 1508-1512

肘折尾花沢 (HJ O,10k yBP) 1499-1504

十和田八戸 (To H, 12 13k yBP) 1505-1509

浅間草津 (As K,13 14kyBP) 1502-1504

鳴子潟沼上原 (NⅢ KU, 20k yBP) 1492-1500

姶良 Tn(AT, 24-25k yBP) 1499-1501

荒丼駅部周辺調査区における屈折率の測定は,温度変化型屈折率測定装置 (MA10T)に よる。0′よ,測定対象粒子数 指標テフラのデータは,町日 新井 (1992,2003)とこよる。k yBP:1,000年 前 (14C年 代)ka lo00年 前。
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第 5章 荒井地区

第3表 テフラ検出分析結果
軽石・ スコリア 火山ガラス

地点 層名 試料
量量 色調 最大径 形態 色調

No 12試掘坑南壁
pm―sc>bw   透明 ,淡褐 (褐 )

Pm     淡褐 (褐),透明

＋
　
　
　
料

透明

白

ｍ
　
　
　
・　
　
　
ｍ

透明 ,白

透明

ｍ
　
　
　
ｍ

透明 ,白

≡　
　
　
ｍ

・　
　
　
＝

No 15試掘坑北壁 pm 透明 ,白

pm 白>透明

pm 透明 ,白

No 24試掘坑西壁
Pm>bW 透明 ,淡褐

Pm>bW

pm>bw

pm>bw

pm>bw

透明 ,淡褐

透明 ,淡褐

透明 ,淡褐

透明 ,淡褐

21

20

・　

　

・
　

白

　

白

・　
　
　
　
・　　　　・
　
　
　
廿

No 29試掘坑南壁 pm 透 明

白 pm 透明・白

透明 ,白

透明

No 34試掘坑北壁
ｍ
　
　
　
ｍ

Pm 透明

透明

透明 ,白

ｍ
　
　
　
ｍ

十
　
　
　
＝

・
　

白

透明 ,白pm

6            -             ―

9            -             ―

7         11          -            ―

13           -             ―

15           -             ‐

=            十十       pm>税V

―             ++         pm

―        +      pm

―             十十       pm>bW

―             十十       pm>bW

透明 ,淡褐

透明 ,自

透明

透明 ,淡褐

透明 ,淡褐

No 5試掘坑        4b      l      ―       ―       ―      
…
■+    pm       透明 ,白

No 9試掘坑
Pm下部 透明 >白

No 12試掘坑東壁
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(a)

(b)

(c)

(d)

透明

透明

ｍ
　
　
　
ｍ

十       白       21

十     Pm      透明 ,白

十      Pm         白

十十+十 :と くに多い,十十+:多い,十+: 中程度,十 :少ない,■ 認められない 最大径の単位は,IImo bw iバ ブル型,Pm:軽石型



2.プラン ト。オパール分析

(1)は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (S102)が 蓄積したものであり、植物が枯れたあと

も微化石 (プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定 。定量する方法であり、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査

が可能である (杉山 2000)。

ここでは、仙台市高速鉄道東西線関係遺跡荒井地区における水田跡の探査を目的として、プラント・オパール分

析を行った結果について報告する。

(2)試料

歩)刀蕉言式米半は、 No l、  N62、  No 4、  No 5、  No 7、  No 9  (a, b)、  No 10、  No 12 (a, b)、  No 13、  N6 15 (a, b)、

配 20、 配 22、 No 28、 No 29(a,b)、 No 30、 陥 32、 No 35、 No 38、 血 41の 19地点 (23箇所)か ら採取さ

れた合計 176点 である。表 4に各地点における試料採取層準を示す。

(3)分析方法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原 1976)を もとに、 1)試料を

105℃で 24時間乾燥 (絶乾)、 2)試料薬 lgに直径約 40μ mのガラスビーズを約 0.02g添加 (電子分析天秤に

より0 1 mBの精度で秤量)、 3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)による脱有機物処理、4)超音波水中照射 (300W・

42kHz・ 10分間)による分散、 5)沈底法による 20 μ m以下の微粒子除去、 6)封入剤 (オイキット)中に分散

してプレパラート作成、 7)検鏡 。計数、の手順で行った。

(4)水田跡の検討

水田跡の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 lc∬ あたり5,000個以上と高い密度で

検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。なお、密度が 3,000個 /胡 程度でも

水田遺構が検出される事例があることから、ここでは判断の基準を 3,000個 /� として検討を行った。第 4表に各

地点、各層準におけるイネのプラント・オパールの検出状況を示す。

1層 (現表土)分 析を行った 18地点のすべてからイネが多量に検出された。最近の水田耕作に由来すると考えら

れる。

2層 分析を行った 2地点ではイネが多量に検出された。比較的最近の水田耕作に由来すると考えられる。

3a層 分析を行った陥 15(a,b)か らイネが検出された。密度は 3,000個 /� 以上である。

3b層 分析を行った8地点のうち 7点からイネが検出されたが、密度はいずれも 3,000個 /胡 未満である。

4a層 分析を行った 5地点のうち 1地点からイネが検出されたが、密度はいずれも 3,000個 /� 未満である。

4b層 分析を行った 9地点のうち 5地点からイネが検出された。このうちNo 5では密度が 3,000個 /c� 以上である。

5a層 分析を行った 11地点のうち 5地点からイネが検出された。このうちh4で は密度が 10,000個 /c� 以上、

No 9(b)で は 5,000個 /� 以上である。

5a2層  分析を行ったNo 9(b)か らイネが検出された。密度は 10,000個 /� 以上である。

5b層  分析を行った 12地点のうち、 6地点からイネが検出された。このうちNo 4、 No 35では密度が 10,000個 /�

以上、No 5では 5,000個 /c� 以上、No 22では 3,000個 /前 以上である。

Sc層 分析を行った 2地点のうちNo 7の 1地点からイネが検出された。密度は 3,000個 /c� 以上である。

5d層 分析を行った 2地点からイネが検出されたが、密度はいずれも 3,000個 /c� 未満である。

6a層 分析を行った 16地点のうち9地点からイネが検出された。このうち、陥 4、 No 9、 No 10では密度が 5,000個 ただ

以上、配 12、 No 41で は 3,000個 /c∬ 以上である。
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第 5章 荒井地区

6b層 分析を行った 4地点のうち 2地点からイネが検出されたが、密度はいずれも 3,000個 /c� 未満である。

7層 (7a～ 7d層)分 析を行った 20地点のうち血 38の 1地点からイネが検出された。密度は 1,000個 /� 未満

である。同地点では直上に 1層 (現表土)が堆積していることから、上層からの混入の可能性が考えられる。

8層～ 13層 イネはいずれの地点、層準からも検出されなかった。

(5)ま とめ

荒井地区は、遺跡が形成される以前はヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考えられ、6b層 もしくは

6a層の時期に、そこを利用して血 4、 h9、 No 10、 No 12、 h41地点付近などで水田稲作が開始されたと推定さ

れる。これらの地点の多くは、調査区域の北端部付近に位置している。

その上位層については、5b層では 4地点 (陥 4、 血 5、 No 22、 血 35)、 5a層では 2地点 (h4、 h9)、 4b層

では 1地点 (No 5)、 3a層では 1地点 (血 15)で稲作跡の可能性が高いと判断された。

荒井地区

第4表 荒井地区におけるイネのプラント・オパールの検出状況 単位 :X100個 /翻 ,■ 該当層なし

層位 /地点No  1    2    4    5    7   9a   9b   10   12a  12b  13   15a  15b  20   22   28  29a  29b  30   32   35   38   41

189  124  134 139  247  152  46  233140  176  173  265 158  239  243 302  299層

層

層

層

層

層

１

２

３ａ

３ｂ

４ａ

４ｂ

39   44

―    -   23

-   44   0

162   0    0

202  91   -

3   27   24

-    0

17   60   18   6

0    0    0

0    0

0   145a層

5a2層

5b万冒

5c層

5d,冒

6aЛ雪

6b)冒

7層 (a～ d)

8層

9層

10層

H層

12層

13層

7    71    7

-   102   -

80000 29  163

-   0

0    0

65   91   65   6   32   0    6    0

-   22   -    ―    ―    ―    ―    ―

0-000000

-     8     -

-    0    0

13   -    ―

0    0    0

-   19

7    0

0   0

-    0

0    0
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第 5章 荒井地区

第 6節 まとめ

荒井地区の試掘調査の結果、 1・ 2層の現代の水田耕作土の下から、3a層、4a層、6a層を耕作土とする 3期の

水田跡を検出した。また、水田耕作土の可能性がある 5a2層 と5d層を確認した。水田跡の時期は、3～ 4層で確

認した 10世紀前半と推定される灰白色火山灰の層準から、3a層 と4a層については平安時代～中世、6a層につい

ては平安時代以前と考えられる。

1。 3a層水田跡を 3箇所の試掘調査区で部分的に検出した。3a層水田跡は、いずれの試掘調査区でも 1層に削平

されており、調査区内での広がりは明確ではない。No 24試掘調査区で畦畔あるいは段差の存在が推定される。

2.4a層水田跡を 11箇所の試掘調査区で検出した。4a層の分布を確認したのは、調査区中央の CoD-2・ 3グリッ

ドと調査区北東の B-2グリッドを中心とする部分である。4a層は、調査区中央では下層の 5b層の砂粒を多く

含み、調査区北東では層厚が厚く、下層の 6a層 と 7a層のブロックを少量含む。なお、No.15試掘調査区では

畦畔を、No.24試掘調査区では畦畔に伴う溝跡と畦畔状の高まりあるいは水田区画を示す段差を検出した。

3.5a2層 を調査区北側の No.9試掘調査区で確認した。5a2層 は、5b層 との分布境界をもち、下面には顕著な凹

凸があり、5b層の砂粒と6a層のブロックを多く含むことから水田耕作上の可能性が高いと考えられる。5a2層

は、No 9試掘調査区の南西側に広がっているようである。

4.5d層 を調査区中央東側の D-2・ 3グリッドで確認した。5d層は、水田耕作上の可能性が考えられる。

5。 6a層水田跡を 21箇所の試掘調査区で検出した。6a層 の分布を確認したのは、 1層直下に 7a層 を検出した

14箇所の試掘調査区を除く調査区のほぼ全域で、調査区南側の H-2グリッドの No.41試掘調査区と調査区北

側の A-3・ 4グリッド、4a層 と同じ調査区中央の C・ D-2・ 3グリッドと調査区北東の B2グリッドを中心と

する部分である。 6a層の残存状況は良好である。なお、No.12試掘調査区では畦畔を、No 41試掘調査区で

は擬似畦畔 Bを検出した。また断面観察ではあるが、No 27・ 31試掘調査区では畦畔を、No.10試掘調査区で

は畦畔あるいは水田区画を示す段差を確認した。

6。 基本層 7層から 14層の調査では、遺構と遺物の検出はなかった。

ア.火山灰分析では、十和田 a火山灰が 3a層 。3c層 。4a層で確認された。その他に複数の火山灰の可能性が指摘

されており、これらの存否について確認していく必要がある。

8.プラント・オパール分析では、稲のプラント・オパールは、1～ 6層の水田土壌と自然堆積層から検出されており、

土質とプラント・オパール密度の相関関係を究明していく必要がある。また、7層以下では稲のプラント・オパー

ルは検出されておらず、調査結果と符号する。

9。 この試掘調査対象地区については、今回の調査結果により、平成 19年 1月 に「沓形遺跡」として遺跡登録された。
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I No.1試掘調査区 深堀調査終了状況 (西より) 2,No 2試掘調査区 深堀調査終了状況 (南より)

3.No.3試掘調査区 5a層検出・調査終了状況 (西より) 4,No4試掘調査区 5a層検出。調査終了状況 (西 より)

5,No.5試掘調査区 7a層上面検出状況 (西 より) 6.No.5試掘調査区 深堀調査終了状況 (南より)

7.No6試掘調査区 5a層検出・調査終了状況 (南より) 8,No 7試掘調査区 4b層検出・調査終了状況 (西より)

写真図版 l No.1～ 7試掘調査区調査終了状況
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No.9試掘調査区 7a層検出・調査終了状況 (南西より)

7 No.12試掘調査区 6a層水田跡畦畔検出・調査終了状況 (西より)

写真図版 2 No.8～

第 5章 荒井地区

No,9試掘調査区 5a層下面 5a⊇ 層 5b層分布状況 (南西より)

8.No.13試 掘調査区 5a層検出。調査終了状況 (西より)

13試掘調査区調査終了状況
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1.No.8試掘調査区 4b層検出・調査終了状況 (西より)

4.No 10試掘調査区 1層下面 3b層 5a層分布状況。調査終了状況 (西より)

5.No ll試掘調査区 6b層検出・調査終了状況 (西より) 6.No 12試 掘調査区 6a層水田跡擬似畦畔A検出状況 (西より)



1.No 14試掘調査区 6b層検出・調査終了状況 (西より) 2.No.15試掘調査区 4a層水田跡畦畔検出・調査終了状況 (西より)

3.No.16試掘調査区 7a層検出。調査終了状況 (西より) 4.No,17試 掘調査区 7a層検出・調査終了状況 (西より)

S.No.18試 掘調査区 7t層検出。調査終了状況 (西より) 6.No.19試掘調査区 6a層検出・調査終了状況 (西より)

7.No.20試掘調査区 深堀調査終了状況 (南より)

写真図版 3 No。14～

8。 No.21試掘調査区 7a層検出。調査終了状況 (西より)

21試掘調査区調査終了状況
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2.No.23試掘調査区 5b層検出・調査終了状況 (西より)

3 No.24試掘調査区 5Dl完掘状況

fゞ
・≒「`収

!   、 /・・

ヤ|1試
(西よ り)

写真図版 4 No.22～ 28試掘調査区調査終了状況

l No.22試掘調査区 7a層検出・調査終了状況 (西より)

虚
一

寄
辞
′　
．

ヾ ___ノ
4.No.24試 掘調査区 深堀調査終了状況 (南より)

5,No.25試掘調査区 5b層検出・調査終了状況 (西より) 6 No.26試 掘調査区 7a層検出・調査終了状況 (西より)

7.No.27試掘調査区 3b層検出・調査終了状況 (西より) 8,No.28試掘調査区 5Dl完掘状況 (南より)
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1.No 28試掘調査区 7a層検出。調査終了状況 (南より) 2.No 29説 掘調査区 4a層検出・調査終了状況 (西より)

3 No30試掘調査区 3b層 検出・調査終了状況 (西より) 4 No31試掘調査区 3b層 検出・調査終了状況 (西より)

5,No 32試掘調査区 5Dl完掘終了状況 (南より)

8 No34試掘調査区 3c層検出・調査終了状況 (西より)

34試掘調査区調査終了状況

90

7a層検出・調査終了状況 (西より)

ア No 33試掘調査区 3b層 検出。調査終了状況 (西より)

写真図版 5 No。 28～
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l No 35試掘調査区 7a層検出・調査終了状況 (南 より) 2 No36試掘調査区 3b層 検出・調査終了状況 (西より)

3 No 37試掘調査区 7a層検出・調査終了状況 (西より) 4 No38試掘調査区 7c層検出・調査終了状況 (西より)

5 No 39試掘調査区 7a層検出・調査終了状況 (西 より) 6 No 40試 掘調査区 アa層検出。調査終了状況 (西より)

7 No 41試掘調査区 6a層水田跡擬似畦畔 B検出状況畦畔 B検出状況 (西より)         8 No 41試 掘調査区 7b層 下面検出

写真図版 6 No,35～ 41試掘調査区調査終了状況

調査終了状況 (南 より)

91



1.No.1試掘調査区 東壁断面

フb層

7c層

アd層

10a層

1層

5つ層

6a層

アa層

層
　
媚
蠣
絹
蠣
　
ａ層
　
据
購

2.No.1試掘調査区 南壁断面

4.No.3試 掘調査区 西壁断面

5,No.4試掘調査区 西壁断面 6.No.5試 掘調査区 西壁断面

7.No,S試掘調査区 北壁断面 8.No.6試掘調査区 北壁断面

写真図版 7 No.1～ 6説掘調査区断面
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層

層

層

層

層

眉
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5a2層
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眉

5 No 9試掘調査区 北東壁断面
メ
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層

ｌ

　

　

Ｓａ

　

　

　

６ａ

,層

Sa層

8 No10試 掘調査区 西壁断面

No.フ ～ 10試掘調査区断面

7 No10試掘調査区 西壁断面

l No 7試掘調査区 西壁断面

6,No 10試 掘調査区 西壁断面

写真図版 8
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1.No ll試掘調査区 西壁断面

層
解
ｃ層
韻
醒

2.No.12試掘調査区 西壁断面

-1層

/3c層
-4b層
＼Sa層

-6a層

―フa層

7.No.15試 掘調査区 西壁断面

写真図版 9 No.11～ 15
8,No 15試掘調査区 西壁断面

試掘調査区断面

-1層

/3b層
-3c層
＼5a層

-6a層

―フa層

帽
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濯

3.No.12試掘調査区 西壁断面 4.No.12試 掘調査区 東壁断面

5,No 13試掘調査区 西壁断面 6.No.14試掘調査区 西壁断面

層
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層
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め
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l No 16試掘調査区 西壁断面 2 No17試掘調査区 西壁断面

5,No 19証掘調査区 西壁断面 6.No 20試 掘調査区 南壁断面
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7.No 21試掘調査区

写真図版 10
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-3b層

-3c層

-5b層

-6a層

―フa層

1,No 23試掘調査区

No 24試掘調査区下層部

ア.No 26試掘調査区 西壁断面

写真図版 11

8,No.27試掘調査区

No。23～ 27試掘調査区断面
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6.No 25試掘調査区 西壁断面
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3.No.28試 掘調査区 西壁断面 4.No.29試 掘調査区 西壁断面

5.No.29試掘調査区 西壁断面 6。 No.30試掘調査区 西壁断面
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写真図版 12 No.27～ 30試掘調査区断面
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7.No.30試 掘調査区 西壁断面
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写真図版 13 No.31～ 35

8,No 35試 掘調査区 北壁断面

試掘調査区断面

3 No32試掘調査区 東壁断面

5 No33試掘調査区 西壁断面

7 No.34試掘調査区 西壁断面

０
０
∩
υ



第 5章 荒井地区
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７ａ

1層

6b層

アつ層

面                          8,No.41試 掘調査区 北壁断面

写真図版 14 No.36～ 41試掘調査区断面

l No 36試掘調査区 北壁断面 2.No.37試掘調査区 西壁断面

3.No.38試掘調査区 東壁断面 4.No.38試 掘調査区 北壁断面

7 No.41試掘調査区 東壁断面
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